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二
本
の
木
は
一
本
の
木
と
さ
れ
た

η

ー
ー
長
老
派
と
会
衆
派
に
よ
る
《
合
意
項
目
》
(
、
ロ
月
間

g
e
。E
m
B
O
B
O
E
-
5
2
)
の

歴
史
神
学
的
考
察
|
|

松

谷

好

円
刀

r
I
 

1 

は
じ
め
に
|
|
主
教
制
、
長
老
制
、
会
衆
制

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の
教
会
政
治
形
態
は
、
基
本
的
に
、
主
教
制
(
監
督
制
)
、
長
老
制
(
長
老
主
義
)
、
会
衆
制
(
会
衆
主
義
、
組
合

主
義
)
の
三
つ
に
分
類
さ
れ
る
、
と
い
う
の
が
、
学
問
的
に
も
実
際
的
に
も
定
説
と
な
っ
て
い
お
。
確
か
に
こ
の
よ
う
な
類
型
化
に
は
妥
当

性
が
あ
り
、
有
効
性
も
あ
る
が
、
以
下
の
諸
点
を
踏
ま
え
な
い
場
合
に
は
、
歴
史
認
識
を
曇
ら
せ
、
現
在
お
よ
び
将
来
に
お
け
る
教
会
政
治

第
一
に
、
こ
れ
ら
三
種
の
政
治
形
態
は
あ
く
ま
で
類
型
な
い
し
理
念
型
で
あ
っ
て
、

い
ず
れ
の
場
合
も
、
現
実
の
歴
史
に
お
い
て
は
多
様

二本の木は一本の木とされた!?

の
現
実
的
展
開
の
方
向
を
誤
ら
せ
る
恐
れ
が
あ
る
。

な
展
開
を
見
せ
て
お
り
、
純
粋
な
形
態
は
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
特
に
、
そ
れ
ら
の
三
種
の
政
治
形
態
と
は
別
に
、
し
ば
し
ば

(2) 

そ
の
い
ず
れ
と
も
相
即
し
て
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
史
上
エ
ラ
ス
ト
ス
主
義
と
総
称
さ
れ
る
教
会
政
治
の
在
り
方
が
存
在
し
た
か
ら
、
現
実
の
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プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の
政
治
形
態
も
教
会
政
治
理
念
も
、
国
家
と
の
関
係
に
お
い
て
極
め
て
複
雑
な
展
開
を
見
せ
る
に
至
っ
た
。
例
え



ば

(3) 

一
口
に
主
教
制
と
い
っ
て
も
、
実
際
に
は
エ
ラ
ス
ト
ス
主
義
的
な
主
教
制
も
あ
れ
ば
非
エ
ラ
ス
ト
ス
主
義
的
主
教
制
も
あ
り
、

(4) 

ト
ス
主
義
的
長
老
制
も
あ
れ
ば
非
エ
ラ
ス
ト
ス
主
義
的
な
も
の
も
あ
る
、
と
い
う
具
合
で
あ
る
。
加
え
て
、
三
者
間
の
相
互
浸
透
、
複
合
、

エ一フス
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複
層
の
側
面
も
存
在
し
て
き
た
。

第
二
に
、

一
般
に
教
会
政
治
形
態
の
名
称
で
呼
ば
れ
て
い
る
集
団
、
す
な
わ
ち
、
主
教
派
、
長
老
派
、
会
衆
派
は
、
純
粋
に
教
会
政
治
理

論
の
み
で
成
立
し
て
い
る
党
派
で
は
な
く
、
政
治
的
、
社
会
的
、
教
会
的
現
実
の
中
に
あ
る
人
間
の
集
団
で
あ
る
か
ら
、

い
ず
れ
か
の
党
派

が
現
実
政
治
に
お
い
て
支
配
的
と
な
る
場
合
も
、
あ
る
い
は
三
派
間
の
離
合
集
散
が
図
ら
れ
る
場
合
に
も
、
そ
の
背
後
に
教
会
政
治
論
以
外

(5) 

の
諸
要
因
が
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
教
会
政
治
論
の
位
置
が
本
来
的
に
小
さ
い
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
。

一
六
世
紀
か
ら
一
七
世
紀
に
か
け
て
、
特
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
典
型
的
に
出
現
し
始
め
た
パ
リ
ッ
シ
ュ
・
チ
ャ
ー
チ
か

(6) 

ら
コ
ン
グ
リ
ゲ
!
シ
ョ
ン
へ
の
動
き
に
象
徴
さ
れ
る
巨
大
な
地
殻
変
動
が
起
こ
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
中
世
の
固
定
的
、
位
階
制

第
三
に
、

的
秩
序
の
社
会
か
ら
、
近
代
の
流
動
的
、
歴
史
的
で
自
由
な
社
会
へ
の
転
換
と
い
う
根
源
的
変
化
は
、

ど
こ
よ
り
も
ま
ず
、
教
会
の
場
で
起

こ
っ
た
。

一六、

一
七
世
紀
の
教
会
政
治
論
は
、

そ
の
よ
う
な
中
で
生
ま
れ
、
教
会
を
そ
の
現
実
に
適
合
さ
せ
、
あ
る
い
は
変
革
し
よ
う
と

す
る
歴
史
的
、
神
学
的
営
為
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
主
教
制
、
長
老
制
、
会
衆
制
の
三
種
の
教
会
政
治
形
態
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
史
上
で
も
特
に
一
七
世
紀
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

に
お
い
て
国
家
的
規
模
で
現
出
し
た
。
す
な
わ
ち
、

一
六
世
紀
に
へ
ン
リ
1
八
世
の
宗
教
改
革
に
よ
っ
て
ロ

l
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
か
ら

分
離
し
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
は
、

い
わ
ゆ
る
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
革
命
期
を
除
け
ば
、

一
七
世
紀
の
間
中
ず
っ
と
、
国
王
の
下
、

カ
ン
タ
ベ
リ

ー
大
主
教
を
頂
点
と
す
る
主
教
制
国
教
会
で
あ
り
続
け
た
。

」
れ
に
対
し
て
、

一
六
世
紀
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
の
内
部
改
革
を
目
指
す
運
動
と
し
て
起
こ
っ
た
ピ
ュ

1
リ
タ
ニ
ズ
ム
の
中
核
を
成
す

長
老
派
(
長
老
主
義
)

は
、
究
極
的
に
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
を
長
老
制
国
教
会
と
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
た
。
長
期
に
わ
た
る
挫
折



の
の
ち
、
彼
ら
の
願
い
は
、
極
め
て
限
定
的
に
で
は
あ
る
が
、

一
六
四
六

1
四
九
年
の
短
期
間
、
実
現
し
た
。

一方、

一
六
世
紀
中
葉
に
生
ま
れ
た
分
離
主
義
と
は
別
個
に
、

一
七
世
紀
中
葉
、

オ
ラ
ン
ダ
亡
命
か
ら
帰
国
し
た
人
々
を
中
心
に
会
衆
派

(
当
時
の
呼
称
で
は
独
立
派
)
が
誕
生
し
た
。
彼
ら
は
長
期
議
会
の
前
期
、
長
老
派
が
支
配
的
で
あ
っ
た
と
き
に
は
、
国
教
会
制
度
の
枠
内

に
お
い
て
自
己
の
存
在
の
例
外
的
許
容
を
求
め
て
い
た
が
、
同
じ
独
立
派
の
立
場
を
と
る
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
共
和
制
下
で
は
、
主
教
制
、
長

老
制
抜
き
の
国
教
会
制
度
(
パ
リ
ッ
シ
ュ
、
聖
職
禄
、
牧
師
審
査
な
ど
は
温
存
す
る
)

の
存
続
を
図
る
と
と
も
に
、
理
論
的
に
は
キ
リ
ス
ト

教
会
本
来
の
在
り
方
と
し
て
の
会
衆
制
を
強
く
主
張
す
る
に
至
っ
た
。

一
六
六

O
年
の
王
政
復
古
は
、
二

O
年
に
わ
た
る
教
会
政
治
上
の
「
実
験
」
と
「
混
乱
」
に
終
止
符
を
打
ち
、
現
在
に
至

る
ま
で
存
続
す
る
主
教
制
国
教
会
と
し
て
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
を
回
復
し
、
確
立
し
だ
。

し
か
し
な
が
ら
、

2 

長
老
派
と
会
衆
派
に
よ
る
《
合
意
項
目
》
と
《
幸
い
な
る
一
致
》

意
署
名
さ
れ
た
、
全
九
章
に
わ
た
る
、
比
較
的
短
い
教
会
政
治
上
の
一
文
書
で
あ
る
。
正
式
の
タ
イ
ト
ル
に
、

「
以
前
は
長
老
派
、
会
衆
派

二本の木は一本の木とされた!?

長
老
派
と
会
衆
派
に
よ
る
《
合
意
項
目
》
と
は
、

一
六
九
一
年
四
月
に
ロ
ン
ド
ン
お
よ
び
近
郊
に
在
住
す
る
両
派
の
牧
師
有
志
の
間
で
同

と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
今
や
一
致
し
た
牧
師
た
ち

(
p
o
d
E
Z且
冨
宮
町

Z
E
)
に
よ
っ
て
同
意
さ
れ
た
」

と
あ
る
よ
う
に
、
理
論
的
に
も
実

践
的
に
も
相
互
に
大
き
く
隔
た
り
、

し
ば
し
ば
論
争
と
対
立
を
続
け
て
き
た
両
派
が
、
こ
の
よ
う
な
形
で
公
的
な
合
意
を
達
成
し
、
パ
ン
フ

(
叩
)

レ
ッ
ト
に
し
て
広
く
公
表
し
え
た
こ
と
は
、
当
事
者
た
ち
に
と
っ
て
文
字
ど
お
り
《
幸
い
な
る
一
致
》
(
出
さ
ミ
ロ
巳
。
ロ
)
以
外
の
何
も
の
で

も
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

231 

同
年
四
月
六
日
に
も
た
れ
た
両
派
に
よ
る
感
謝
礼
拝
に
お
い
て
説
教
し
た
、

ス
テ
ッ
プ
ニ
!
の
会
衆
派
教
会
牧
師
マ
ッ
シ
ュ

1
・
ミ

l
ド



(冨

mwa席
者
冨

g仏
)
は
、
テ
キ
ス
ト
に
エ
ゼ
キ
エ
ル
書
三
七
章
一
九
節
「
主
な
る
神
は
こ
う
一
百
わ
れ
る
。
わ
た
し
は
エ
プ
ラ
イ
ム
の
手
の
中

そ
れ
ら
は
わ
た
し
の
手
で
一
つ
と
な
る
」
(
新
共
同
訳
)
を
選
び
、
説

教
題
を
「
二
本
の
木
は
一
本
の
木
と
さ
れ
た
」

(
2
3
5
2
?
5
)

と
し
問
。
バ
ビ
ロ
ン
捕
囚
の
民
に
対
し
て
預
言
者
エ
ゼ
キ
エ
ル

に
あ
る
ヨ
セ
フ
の
木
を
ユ
ダ
の
木
に
つ
な
い
で
一
本
の
木
と
す
る
。
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が
語
っ
た
、
神
の
手
に
よ
る
北
イ
ス
ラ
エ
ル
王
国
と
南
ユ
ダ
王
国
の
統
一
的
回
復
の
約
束
か
ら
、
長
老
派
と
会
衆
派
が
神
の
手
に
よ
り
一
致

を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
説
く
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
を
倹
た
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
《
幸
い
な
る
一
致
》
は
、
不
幸
に
も
数
年
と
続
か
な
か
っ
た
。

一
致
破
綻
の
主
た
る
原
因
は
、

ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
革
命
期
に

道
徳
律
法
廃
棄
論
の
嫌
疑
で
正
統
派
神
学
者
た
ち
か
ら
批
判
を
浴
び
て
い
た
ト
ビ
ア
ス
・
ク
リ
ス
プ
(
司
。

E
g
o
-旦
)
)
の
著
書
を
そ
の
息
子

が
再
刊
し
た
際
、
ミ

1
ド
を
含
む
「
会
衆
派
」

の
牧
師
た
ち
が
出
版
賛
同
者
と
し
て
名
を
連
ね
た
の
に
対
し
、

「
長
老
派
」

の
若
手
論
客
で

あ
る
ダ
ニ
エ
ル
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
吉
川
吉
正
当
日
E
B
ω
)
が
厳
し
く
論
難
を
加
え
た
こ
と
に
始
ま
る
両
派
の
論
争
に
あ
る
、
と
見
な
さ
れ
る

こ
と
が
多
(
問
。
確
か
に
直
接
的
な
契
機
と
し
て
は
こ
の
〈
道
徳
廃
棄
論
論
争
〉
が
最
も
重
要
な
も
の
で
あ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
、
ド

(
日
)

リ
ス
デ

1
ル
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
両
派
の
中
に
根
強
く
存
在
し
続
け
て
い
た
根
本
的
な
体
質
の
相
違
に
注
目
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
《
幸
い
な
る
一
致
》
以
降
も
「
長
老
派
」
の
牧
師
た
ち
の
中
に
は
、
依
然
と
し
て
、
統
一
的
な
「
国
民
教
会
」

(ω

s
t
g色。
F
R各
)
へ
の
志
向
が
潜
在
的
の
存
在
し
て
い
た
の
に
対
し
、
「
会
衆
派
」

の
牧
師
た
ち
の
間
に
は
そ
の
理
念
を
拒
絶
し
つ
つ
、
国

家
と
の
関
係
と
は
ア
ン
ビ
パ
レ
ン
ト
な
ま
ま
、
独
立
主
義
(
円
ロ
己

3
8母
ロ
ミ
)
以
外
の
在
り
方
を
考
え
な
い
傾
向
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
短
期
間
で
も
ろ
く
も
崩
れ
た
一
致
で
あ
る
か
ら
、

一
方
に
お
い
て
、
歴
史
的
、
教
会
的
に
ほ
と
ん
ど
意
味
を
持
た
な
い

(
H
H
)
 

と
見
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
十
分
な
理
由
が
あ
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
他
方
に
お
い
て
、

一
般
に
「
水
」
と
「
油
」
、

「
二
本
の
木
」
と
見
な
さ
れ
て
い
た
両
派
が
た
と
え
短
期
間
で
も
ご
致
」
し
、
「
一
本
の
木
」
と
な
っ
た
と
い
う
画
期
的
な
出
来
事
の
中
に
、

歴
史
的
、
教
会
的
意
味
を
見
い
だ
す
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、

む
し
ろ
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
、
《
幸
い
な
る
一
致
》
の
崩

壊
以
後
、
非
国
教
徒
し
て
そ
れ
ぞ
れ
に
茨
の
道
を
歩
ん
だ
両
派
が
、

つ
い
に
一
九
七
二
年
一

O
月
《
合
同
改
革
派
教
会
》

2
g
d巳
宮
仏



室
。

5
包

S
E
R
F
)
と
し
て
三
世
紀
ぶ
り
に
相
互
の
一
致
を
表
明
し
た
今
問
、
《
幸
い
な
る
一
致
》
を
生
み
出
し
た
《
合
意
項
目
》
と
そ
れ

に
対
す
る
多
様
な
評
価
を
改
め
て
吟
味
す
る
こ
と
は
、
非
国
教
会
で
あ
る
わ
が
国
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
と
神
学
に
と
っ
て
も
、
極
め
て

重
要
な
課
題
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

3 

《
合
意
項
目
》
の
歴
史
的
文
脈

一
六
六

O
年
の
王
政
復
古
は
、
長
老
派
、
独
立
派
、
両
派
の
運
命
を
根
本
的
に
変
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
国
王
と
し
て
即
位

し
た
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
は
、

一
六
六
二
年
、
新
た
に
成
立
さ
せ
た
礼
拝
統
一
法
に
基
づ
き
、
《
大
追
放
》
(
の
お
巳
思
め
の
昨
日
。
ロ
)
を
断
行
し
て
、

二
0
0
0名
に
も
及
ぶ
と
言
わ
れ
る
長
老
派
、
会
衆
派
の
牧
師
た
ち
を
、
回
復
さ
れ
た
主
教
制
国
教
会
か
ら
排
除
し
た
。
更
に
チ
ャ
ー
ル
ズ

二
世
は
、

一
連
の
《
ク
ラ
レ
ン
ド
ン
法
典
》
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
非
国
教
徒
の
牧
師
、
信
徒
を
厳
し
く
取
り
締
ま
っ
た
た
め
、
非
国
教
主
義
は

冬
の
時
代
を
迎
え
る
に
至
っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
に
追
い
込
ま
れ
た
長
老
派
、
会
衆
派
の
両
派
は
、
牧
師
た
ち
を
中
心
に
、

ロ
ン
ド
ン
お
よ
び
地
方
に
お
い
て
部
分
的
な
協

二本の木は一本の木とされた !7

そ
の
代
表
的
な
も
の
の
一
つ
は
、
《
カ
ン
バ

l
ラ
ン
ド
・
ウ
エ
ス
ト
モ

l
ラ
ン
ド
両
州
の
連
合
し
た
牧

(口)

師
た
ち
と
諸
教
会
の
合
意
》

(
5
8
)
で
あ
る
。

力
や
一
致
の
努
力
を
積
み
重
ね
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
協
力
、

一
致
の
努
力
が
、

一
六
七
二
年
の
信
仰
自
由
宣
言
(
寛
容
宣
言
)
や
、
七
八
年
八
月
の
カ
ト
リ
ッ
ク

陰
謀
事
件
に
よ
り
反
カ
ト
リ
ッ
ク
感
情
の
昂
揚
と
い
う
有
利
な
条
件
の
中
で
も
全
面
的
協
力
と
一
致
へ
と
展
開
し
な
か
っ
た
の
は
、
七
三
年

の
審
査
法
や
、
八
三
年
の
ラ
イ
・
ハ
ウ
ス
陰
謀
事
件
に
起
因
す
る
非
国
教
徒
へ
の
抑
圧
策
の
た
め
だ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
ら
外
的
要
因
よ
り
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は
、
む
し
ろ
、
教
会
政
治
論
に
お
け
る
原
理
的
な
相
違
と
は
次
元
を
異
に
し
た
、
両
派
の
聞
に
横
た
わ
る
相
互
不
信
の
た
め
で
あ
っ
た
と
思



わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
革
命
期
に
お
け
る
、
厳
粛
な
同
盟
と
契
約
(
一
六
四
三
)
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
一
世
の
処
刑
(
一
六
四
九
)
、

ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
軍
に
よ
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
侵
攻
(
一
六
五

O
)、
い
わ
ゆ
る
ラ
ヴ
陰
謀
事
件
と
彼
の
処
刑
(
一
六
五
一
)
、
な
ど
の
重
大
な
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事
柄
、
事
件
へ
の
評
価
と
対
応
の
相
違
が
、
両
派
聞
の
相
互
理
解
と
全
面
的
一
致
を
な
お
困
難
な
も
の
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、

一
六
八
五
年
に
即
位
し
た
ジ
ェ

l
ム
ズ
二
世
の
下
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
が
ロ

l
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
復
帰
す
る
可
能
性

が
現
実
味
を
帯
び
て
く
る
に
し
た
が
い
、
国
教
会
体
制
の
内
部
に
あ
っ
た
人
々
と
非
国
教
徒
が
相
互
に
接
近
し
た
の
み
な
ら
ず
、
長
老
派
と

独
立
派
と
の
聞
の
障
壁
が
低
く
な
る
に
至
り
、

か
く
し
て
一
六
八
九
年
の
名
誉
革
命
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

新
た
に
即
位
し
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
三
世
(
と
メ
ア
リ

1
)
は
、
八
九
年
五
月
の
寛
容
法
(
叶
。

-q巳
古
口
K
F
2
)

に
よ
り
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
、

ソ
シ

ニ
ア
ン
を
除
く
全
非
国
教
徒
に
礼
拝
の
自
由
を
認
め
た
か
ら
、
長
老
派
、
会
衆
派
に
と
っ
て
は
自
ら
の
礼
拝
が
合
法
化
さ
れ
た
こ
と
を
意
味

す
る
が
、

し
か
し
こ
の
寛
容
法
の
採
択
は
、
裏
を
返
せ
ば
、
新
た
に
確
立
さ
れ
た
主
教
制
国
教
会
体
制
の
中
に
何
ら
か
の
形
で
非
国
教
徒
を

取
り
込
も
う
と
す
る
、

い
わ
ゆ
る
《
包
容
策
》
(
打
。
B℃
BFgω
宮
口
)
の
放
棄
を
意
味
し
た
。

か
く
し
て
、
こ
の
名
誉
革
命
体
制
と
そ
の
一
環

と
し
て
の
新
た
な
主
教
制
国
教
会
体
制
の
樹
立
に
よ
り
、
長
老
派
、
会
衆
派
、
諸
セ
ク
ト
を
問
わ
ず
、

義
の
運
命
は
確
定
し
た
の
で
あ
る
。

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
非
国
教
主

す
な
わ
ち
、
こ
れ
を
要
約
す
れ
ば
、
主
教
制
を
と
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
は
、
今
日
ま
で
法
的
に
国
教
会
と
し
て
存
続
し
、

そ
の
よ
う
な

も
の
と
し
て
の
責
任
と
義
務
を
担
う
と
と
も
に
、
あ
ら
ゆ
る
特
権
と
特
典
を
享
受
し
て
き
た
。

そ
れ
に
対
し
て
長
老
派
は
、

一
八
世
紀
に
内

部
か
ら
も
信
仰
的
、
神
学
的
に
崩
壊
し
、

一
九
世
紀
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
か
ら
の
て
こ
入
れ
な
ど
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
、

そ
の
世
紀
の
末
期

か
ら
二

O
世
紀
初
頭
に
か
け
て
は
特
に
海
外
宣
教
の
活
発
な
展
開
に
よ
り
組
織
と
し
て
も
幾
分
強
化
さ
れ
は
し
た
が
、
古
典
的
な
長
老
主
義

に
見
ら
れ
る
国
教
会
志
向
は
完
全
に
消
滅
し
、
徹
頭
徹
尾
一
つ
の
小
さ
な
教
派
教
会
で
あ
る
こ
と
に
甘
ん
ず
る
に
至
つ
が
)
。

こ
れ
に
対
し
て
会
衆
派
は
、
本
来
国
教
会
の
組
織
原
理
で
は
な
く
、
国
教
会
の
内
外
を
問
わ
ず
、
具
体
的
に
存
在
す
る
各
個
教
会

(
g
D
'

m
g岡

山
片
山

Sω)
の
組
織
原
理
で
あ
っ
た
か
ら
、

王
政
復
古
、
名
誉
革
命
後
の
非
国
教
徒
と
し
て
迫
ら
れ
た
状
況
に
、
長
老
派
よ
り
一
段
と
適



合
性
を
も
ち
、
更
に
は
多
く
の
優
れ
た
牧
師
、
神
学
者
を
輩
出
し
た
た
め
、
長
老
派
に
比
し
て
よ
り
大
き
く
、
力
を
持
つ
教
派
と
し
て
一
九

(
初
)

七
二
年
の
長
老
教
会
と
の
合
併
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

4 

《
幸
い
な
る
一
致
》
と
そ
の
指
導
者
た
ち

名
誉
革
命
体
制
の
確
立
(
一
六
八
九

1
九

O
)
に
よ
り
完
全
に
主
教
制
国
教
会
か
ら
締
め
出
さ
れ
た
非
国
教
徒
に
と
っ
て
焦
眉
の
急
は
、

国
家
に
よ
る
財
政
的
支
援
を
欠
い
た
中
で
の
ミ
ニ
ス
ト
リ
!
の
維
持
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
は
二
つ
の
問
題
が
含
ま
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、

経
済
的
基
盤
の
弱
い
教
会
と
牧
師
を
支
援
す
る
こ
と
と
、
高
齢
化
す
る
牧
師
た
ち
の
後
を
継
ぐ
べ
き
志
願
者
た
ち
(
神
学
生
)
の
神
学
教
育

(
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

そ
れ
は
両
大
学
に
お
い
て
は
不
可
能
で
あ
っ
た
か
ら
、
私
的
に
、
密
か
に
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
)
を
経
済

的
に
支
援
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
必
要
に
応
え
る
た
め
非
国
教
主
義
の
有
力
信
徒
た
ち
は
、
長
老
派
、
会
衆
派
を
問
わ
ず
力
を
結
集

そ
の
結
果
、
《
総
合
基
金
》

し
て
基
金
を
設
け
、

ロ
ン
ド
ン
と
そ
の
周
辺
の
多
く
の
牧
師
た
ち
を
招
い
て
そ
の
運
用
に
つ
い
て
相
談
し
た
。

が
、
更
に
《
幸
い
な
る
一
致
》
(
同
名
目
当
巴
巳
。
ロ
)
を
目
指
し
て
《
合
意
項
目
》
を
作
成
す
る
協
議
に
進
ん
だ
背
後
に
は
、
触
媒
役
と
な
っ
た

ニ
ュ

lイ
ン
グ
ラ
ン
ド
会
衆
派
を
代
表
す
る
イ
ン
ク
リ

lス
・
メ
イ
ザ

l
E
3
2
5寄
『
)
の
存
在
が
あ
っ
成
。

一
六
八
四
年
ハ

l
ヴ

二本の木は一本の木とされた!?

(
司
『
ゅ
の

8
2弘
司
自
己
)
と
名
付
け
ら
れ
た
基
金
の
理
事
と
し
て
、
長
老
派
か
ら
ジ
ョ
ン
・
ハ
ウ
は
じ
め
七
名
の
牧
師
、
会
衆
派
か
ら
マ
ッ

シ
ュ

1
・
ミ

l
ド
は
じ
め
七
名
の
牧
師
が
選
ば
れ
、
共
同
で
基
金
の
運
用
に
当
た
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
有
力
信
徒
た
ち
の
主
導
で
開
始
さ
れ
た
総
合
基
金
を
め
ぐ
る
長
老
派
、
会
衆
派
、
両
派
の
牧
師
た
ち
の
部
分
的
協
力

ァ
l
ド
大
学
学
長
に
選
ば
れ
て
い
た
メ
イ
ザ
!
は
、
八
七
年
ジ
ェ

1
ム
ズ
二
世
が
信
仰
自
由
宣
言
を
出
し
た
こ
と
に
対
し
ニ
ュ

1
イ
ン
グ
ラ
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ン
ド
を
代
表
し
て
感
謝
の
意
を
表
わ
す
と
と
も
に
、
ま
た
総
督
エ
ド
マ
ン
ド
・
ア
ン
ド
ロ
ス
の
退
任
を
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
政
府
に
求
め
る
た
め



派
遣
さ
れ
て
き
て
い
た
。

メ
イ
ザ
!
は
青
年
時
代
に
ダ
プ
リ
ン
の
ト
リ
ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
で
学
び
、

イ
ン
グ
ラ
ン
で
は
ほ
か
な
ら
ぬ
ジ
ョ

ン
・
ハ
ウ
の
教
会
で
代
理
牧
師
を
務
め
た
り
、
グ
ロ
ス
タ

l
、
ガ

1
ン
ジ

1
島
で
伝
道
に
従
事
し
た
の
ち
、
ボ
ス
ト
ン
の
有
力
な
会
衆
派
教
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会
で
牧
師
を
し
て
い
た
人
で
、
九

O
年
当
時
は
五
一
歳
だ
っ
た
。

こ
の
メ
イ
ザ

1
を
媒
介
に
ハ
ウ
ら
長
老
派
牧
師
と
ミ

1
ド
ら
会
衆
派
牧
師
は
、
更
な
る
一
致
を
目
指
す
協
議
を
急
ぎ
、
九
一
年
四
月
六
日

両
派
合
同
の
会
合
と
そ
こ
で
の
礼
拝
に
お
い
て
、
《
合
意
項
目
》
を
公
表
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
合
意

を
形
成
し
た
両
派
に
つ
い
て
二
点
に
特
に
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
第
一
は
、
長
老
派
、
会
衆
派
、
両
派
に
よ
る
合
意
と
は
い
え
、

そ
れ
は

信
徒
を
も
含
む
両
「
教
派
」
な
い
し
「
教
会
」
の
合
意
や
一
致
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
双
方
の
ロ
ン
ド
ン
周
辺
の
牧
師
た

ち
が
ニ
ュ

1
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
有
力
牧
師
を
交
え
て
協
議
し
、
合
意
し
、

一
致
を
表
明
し
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

第
二
に
、
こ
れ
ま
で
わ
れ
わ
れ
は
、

「
長
老
派
」
「
会
衆
派
」
と
二
派
を
明
確
に
区
別
し
て
き
た
が
、
特
に
王
政
復
古
期
か
ら
名
誉
革
命
期

地
に
存
在
し
て
お
り
、
ま
た
、

に
、
こ
の
区
別
は
、
必
ず
し
も
現
実
を
表
わ
す
も
の
と
は
言
い
が
た
く
な
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
一
致
を
目
指
す
動
き
が
小
規
模
な
が
ら
各

「
長
老
派
」
を
代
表
し
た
ジ
ョ
ン
・
ハ
均
は
、
経
歴
上
「
会
衆
派
」
と
分
類
さ
れ
る
の
が
当
然
の
時
期
が
長

「
会
衆
派
」
を
代
表
す
る
マ
ツ
シ
ュ

1
・
ミ

l
m
)
も
、
長
老
派
の
人
々
と
の
協
力
や
合

く
あ
り
、
ま
た
諸
派
と
の
協
力
に
も
熱
心
だ
っ
た
。

同
の
集
会
の
形
成
に
さ
え
力
を
入
れ
て
い
た
。

そ
の
上
両
者
は
、

一
六
八
六
年
の
短
期
間
で
は
あ
っ
た
が
、

亡
命
中
の
ユ
ト
レ
ヒ
ト
で
同
じ

イ
ギ
リ
ス
人
教
会
で
共
に
説
教
に
当
た
っ
て
い
た
こ
と
さ
え
あ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、

ハ
ウ
は
、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
在
住
の
五
年
間
に
長
老

派
の
グ
ル
ー
プ
の
中
に
あ
り
、

一
六
七
五
年
以
降
は
ラ
ザ
ル
ス
・
ス
ィ

l
マ
ン
の
後
任
と
し
て
ロ
ン
ド
ン
の
有
力
な
長
老
派
会
衆
の
牧
師
と

な
っ
た
た
め
、

「
長
老
派
」
の
代
表
と
見
な
さ
れ
る
が
、

そ
れ
は
、
彼
が
強
固
な
長
老
主
義
者
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
必
ず
し
も
な
い
。

ミ
l
ド
も
ま
た
、

ス
テ
ッ
プ
ニ
!
の
会
衆
派
教
会
牧
師
と
し
て
当
時
ロ
ン
ド
ン
で
最
大
の
会
衆
に
説
教
し
て
い
た
が
、
教
会
政
治
的
に
極
め

て
穏
健
な
立
場
を
終
始
一
貫
し
て
堅
持
し
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。



5 

《
合
意
項
目
》
全
文
と
注
釈

そ
れ
で
は
《
幸
い
な
る
一
致
》
を
生
み
出
し
た
《
合
意
項
目
》
と
は
、

め
、
わ
れ
わ
れ
は
、
以
下
、
上
段
に
拙
訳
の
《
合
意
項
目
》
全
文
を
掲
げ
、
下
段
に
筆
者
の
注
釈
を
記
す
こ
と
と
し
た
い
。

一
体
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
。
こ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
た

な成功 もの

ずら は での 繁栄 キリ 序

夕合意項目食、
、はしス

更な覆なた者間ト 文

い でい 状態

語望をる せ隠 あ を の
A 口

ぬほど ろう。 願いう 合意を 一 意

九

みう 著神顕な 我間のら 人かなる 指努力す目
一

I百

年 目

保証る のでに
本

で御在臨 のとは
あ こっ 文
る のでキ

と に 試なよう 嘆も リ思帰 ス

わき か教体自ト
れるF主れ わ

ねば みの いし

見内注
るに 1

宮導 両派

きは
筆を

覚一
者え致

るの

と主
時l口l の よ

に震 る

更を
在

今0E功5 
手尺

祝福 と

のし

保証 そ

をの

二本の木は一本の木とされた!?237 



現
在
の
法
的
に
確
立
さ
れ
た
自
由

(
F
E
E
-各
包
ロ
Z
3
)
を

我
ら
の
統
治
者
た
ち

(2-qω)
が
与
え
た
恩
顧
に
対
し
、
我
ら
は

感
謝
の
意
を
表
わ
す
も
の
で
あ
り
、
彼
ら
に
対
し
て
我
ら
は
、
こ

の
件
全
体
に
つ
い
て
我
ら
自
身
が
賛
成
で
あ
る
こ
と
を
進
ん
で
表

明
す
る
。

そ
れ
ゆ
え
我
ら
は
、
国
家
教
会
形
態
(
同

Zszgm-

n
Fロ
R
F
甘
口
出
)
に
干
渉
す
る
こ
と
に
反
対
で
あ
る
こ
と
を
明
言

(注
2
)

す
る
。
す
な
わ
ち
、

[1]
本
合
意
条
項

(HqBω)
を
他
の
人
々
に

押
し
つ
け
る
こ
と
は
、
否
定
さ
れ
る
。

[2]
強
制
力
(
わ

8
2可。

34司
2
)
を
言
い
た
て
る
一
切
の
口
実
は
、
我
ら
の
状
況
の
み
な

ら
ず
、
我
ら
の
原
理
に
も
そ
ぐ
わ
な
い
。

[3]
我
ら
の
そ
れ
ぞ
れ

の
教
会
に
お
け
る
除
名

(
R
g
B
E
E
-。
色
。
ロ
)
そ
れ
自
体
は
、
そ

の
人
を
取
り
戻
す
こ
と
が
不
可
能
な
ほ
ど
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
の
あ
る

教
会
員
が
、
目
に
見
え
る
信
者
に
固
有
な
事
柄
に
お
い
て
我
ら
と

交
わ
り
(
打
。
B
B
S
Zロ
)
が
で
き
な
い
と
言
明
す
る
こ
と
以
外
の

何
も
の
で
も
な
い
。

[4]
こ
れ
ら
す
べ
て
に
お
い
て
我
ら
が
目
指

す
も
の
は
、
我
ら
の
間
で
の
調
和
と
愛
の
維
持
と
、
現
在
の
こ
の

自
由
を
我
ら
が
行
使
す
る
際
に
人
間
の
弱
さ
が
も
た
ら
す
可
能
性

の
あ
る
種
々
の
不
都
合
の
予
防
で
あ
る
こ
と
を
、
我
ら
は
明
確
に

注
2

両
派
は
、
国
王
ウ
ィ
リ
ア
ム
と
メ
ア
リ
!
の
寛
容
法
に
よ

る
非
国
教
徒
の
礼
拝
合
法
化
に
感
謝
し
、
名
誉
革
命
体
制
の
包
容

策
不
採
択
と
新
た
な
国
教
会
体
制
樹
立
を
全
面
的
に
受
け
入
れ
、

そ
れ
ら
に
干
渉
し
な
い
こ
と
を
表
明
す
る
。
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(注
3
)

す
る
。当

市
[
ロ
ン
ド
ン
]
の
牧
師
と
人
々
の
広
範
な
同
調
と
、
他
地

域
に
お
け
る
同
調
に
向
か
う
傾
向
は
、
こ
の
幸
い
な
る
業
[
A
旦
昼

が
、
平
和
へ
の
妨
げ
と
な
る
も
の
す
べ
て
を
克
服
す
る
神
の
働
き

か
げ
の
た
め
に
企
図
さ
れ
た
良
い
機
会
に
な
さ
れ
た
こ
と
を
我
ら

に
納
得
さ
せ
、
ま
た
、
今
こ
れ
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
る
ほ
ど
は
、

我
ら
自
身
も
他
の
人
々
に
も
明
白
で
は
な
か
っ
た
に
し
ろ
、
我
ら

(注
4
)

の
間
に
常
に
相
当
程
度
存
在
し
て
き
た
合
意
を
確
信
さ
せ
る
。

」
の
一
致

(g-。
ロ
)
を
推
賞
す
る
論
拠
が
、
何
か
必
要
だ
ろ

う
か
。

一
致
こ
そ
我
ら
す
べ
て
の
者
が
祈
り
求
め
て
き
た
も
の
で

あ
り
、
摂
理
が
、
こ
の
上
な
く
直
接
的
な
さ
ま
ざ
ま
な
し
る
し
に

よ
り
、
長
い
間
我
ら
を
そ
れ
へ
と
招
き
、
心
を
向
け
さ
せ
て
き
た

も
の
で
は
な
い
か
。
神
に
対
す
る
熱
心
か
、
あ
る
い
は
、
我
ら
自

身
へ
の
賢
明
な
心
づ
か
い
が
、
不
注
意
か
ら
一
致
を
示
唆
す
る
な

ど
と
い
う
こ
と
が
あ
り
う
る
だ
ろ
う
か
。

一
致
の
祝
福
が
極
め
て

重
要
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
ま
た
、

一
致
が
非
常
に
多
く
の
点

で
絶
対
的
に
必
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
き
に
で
あ
る
。
と
り

注
3

し
た
が
っ
て
、
本
合
意
が
目
指
す
と
こ
ろ
は
、
非
国
教
徒

の
全
国
的
な
統
一
組
織
や
、
世
俗
法
的
拘
束
力
を
有
す
る
教
会
規

律
の
樹
立
で
は
な
く
、
合
意
し
た
諸
教
会
に
よ
る
キ
リ
ス
ト
教
会

と
し
て
の
本
来
の
在
り
方
の
追
求
で
あ
る
、

と
言
明
さ
れ
る
。

注
4

両
派
は
、

ロ
ン
ド
ン
と
全
国
諸
地
域
に
お
け
る
本
合
意
支

持
の
動
き
に
、
合
意
が
神
の
備
え
た
も
う
好
機
に
な
さ
れ
た
こ
と

と
、
こ
こ
に
至
る
ま
で
の
双
方
の
歩
み
の
中
に
、

た
だ
対
立
で
は

な
く
合
意
も
既
に
相
当
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
す
る
。
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わ
け
、

一
致
が
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宗
教
の
保
持
と
、
王
国
の
安
寧

に
資
す
る
も
の
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
貢
献
す
る
こ
と
が
、

か
か

る
国
家
的
祝
福
に
正
し
く
関
心
を
持
つ
他
の
す
べ
て
の
人
々
と
心

を
合
わ
せ
て
、
我
ら
の
一
致
し
た
力
を
行
使
す
る
基
準
と
な
ら
な

(注
5
)

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

」
れ
ら
の
顧
慮
が
本
合
意
を
望
ま
し
い
も
の
と
す
る
の
で
あ
る

が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、

そ
れ
ら
は
、

合
意
を
解
消
ょ
う
と
す

る
、
あ
る
い
は
、
彼
の
王
国
に
と
っ
て
は
明
ら
か
に
破
壊
的
に
働

く
、
合
意
の
さ
ま
ざ
ま
な
良
き
結
果
を
妨
げ
よ
う
と
す
る
、

サ
タ

ン
の
す
べ
て
の
試
み
に
対
し
て
、
同
じ
ほ
ど
注
意
深
く
心
配
り
を

す
る
こ
と
を
要
請
す
る
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
我
ら
が
こ
れ
ま
で
公
然

と
許
し
て
き
た
、
異
な
る
意
見
と
実
践
を
非
難
し
問
題
に
す
る
行

き
方
を
慎
む
こ
と
が
、
我
ら
の
義
務
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
互
い

を
区
別
す
る
名
称
を
す
べ
て
、
《
一
致
し
た
兄
弟
た
ち
》
(
巴
巳
宮
島

回
司
丘
}
同
月
ロ
)
と
い
う
名
称
に
変
え
る
こ
と
、
ま
た
、
愛
の
な
い
嫉

妬
や
あ
ら
探
し
す
る
言
い
方
、
ま
し
て
、
本
合
意
に
よ
り
い
ず
れ

の
グ
ル
ー
プ
が
最
も
支
持
さ
れ
る
の
か
に
つ
い
て
の
議
論
、

を
作ヤ

廿

認
し
な
い
こ
と
、

で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
肉
的
な
心
づ
か
い
は
、

注
5

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
宗
教
改
革
以
来
の
歴

両
派
は
、

史
と
、
同
時
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治
的
、
宗
教
的
歴
史
を
踏
ま

え
、
国
内
外
の
情
勢
を
分
析
し
て
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宗
教
と
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
に
と
り
何
よ
り
も
一
致
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
強
調

す
る
。
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我
ら
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
重
要
で
な
い
。
と
い
う
の
も
、
我
ら

は
、
あ
ら
ゆ
る
実
質
的
な
こ
と
に
お
い
て
考
え
方
が
完
全
に
一
つ

で
あ
る
場
合
、

そ
れ
ほ
ど
で
な
い
事
柄
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ

さ
ま
ざ
ま
な
考
え
方
を
し
て
、

い
ず
れ
の
側
も
否
認
さ
れ
な
い
よ

〉つに、

そ
れ
ほ
ど
正
確
で
な
い
語
を
本
合
意
に
お
い
て
用
い
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
我
ら
は
、
今
か
ら
は
、
互
い
の
名
誉
、
賜
物
、

成
功
を
、
我
ら
の
共
通
の
幸
い
と
し
て
一
層
完
全
に
喜
び
た
い
と

(注
6
)

望
ん
で
い
る
。

我
ら
が
一
致
し
て
、
我
ら
の
蹟
い
主
の
大
い
な
る
関
心
事
に
対

し
て
最
高
の
も
の
を
貢
献
で
き
る
よ
う
に
、
我
ら
は
、

分
離
し

た
、
あ
る
い
は
別
々
の
党
派
の
影
を
い
さ
さ
か
も
見
せ
る
こ
と
な

く
、
我
ら
の
労
苦
を
も
っ
て
互
い
に
助
け
、
会
し
、
相
談
す
る
こ

と
と
す
る
。
そ
こ
か
ら
我
ら
は
、
御
霊
が
一
層
豊
か
に
与
え
ら
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
光
と
愛
が
大
い
に
増
し
加
わ
る
こ
と
を
喜
び
を

も
っ
て
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。
我
ら
は
、

か
く
し
て
、

そ
の
統

治
と
平
和
に
終
わ
り
な
き
、
あ
の
平
和
の
君
に
お
仕
え
す
る
も
の

(注
7
)

で
あ
る
こ
と
を
、
心
か
ら
確
信
し
て
い
る
。

以
上
の
基
本
的
認
識
か
ら
両
派
は
、
こ
れ
ま
で
の
そ
れ
ぞ

注

6
れ
の
陣
営
に
過
度
に
見
ら
れ
た
相
互
不
信
と
批
判
を
反
省
し
、
今

後
、
長
老
派
、
会
衆
派
と
い
う
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
こ
と

を
や
め
、

一
つ
の
《
一
致
し
た
兄
弟
た
ち
》
と
し
て
歩
む
と
い
う

決
意
を
表
明
す
る
。

二
致
し
た
」
と
訳
し
た

E
C
E宮
門
守
は
、
三
日

う
ま
で
も
な
く
、

「
合
同
し
た
」
と
訳
す
る
こ
と
も
で
き
る
が
、

本
合
意
は
、
よ
り
組
織
化
さ
れ
た
二
つ
の
教
派
の
合
併
と
い
っ
た

も
の
で
は
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
「
一
致
し
た
」
を
取
る
こ
と
に

し
た
。

」
の
合
意
に
よ
り
、

「
互
い
に
助
け
、
会
し
、

注
7

両
派
は
、

相
談
す
る
こ
と
」
で
、
自
ら
の
内
に
光
と
愛
が
増
加
し
、
同
時
に
、

一
致
し
て
キ
リ
ス
ト
に
よ
り
よ
く
仕
え
た
い
と
述
べ
る
。
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以
下
の
《
合
意
項
目
》
は
、

以
前
、
長
老
派
お
よ
び
会
衆
派
と
呼

ば
れ
て
い
た
ロ
ン
ド
ン
内
外
の
一
致
し
た
牧
師
た
ち
に
よ
り
、
全

国
的
な
機
構
の
た
め
の
方
途
と
し
て
で
は
な
く
、
制
定
さ
れ
た

法
に
よ
る
共
通
の
支
配
に
そ
う
こ
と
の
で
き
な
い
我
ら
の
集
会

(gロm
R
m色。ロ
ω)
に
お
い
て
秩
序
を
保
持
す
る
た
め
の
方
途
と

(注
8
)

し
て
、
決
議
さ
れ
た
。

第
一
章

教
会
と
教
会
員
に
つ
い
て

1 

我
ら
は
、
我
ら
の
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
、
天
に
あ
る
者

も
地
に
あ
る
者
も
、
彼
に
結
ぼ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
者
を
含

む
、
唯
一
の
公
同
の
教
会
、
す
な
わ
ち
御
園
、
を
持
っ
て
お

ら
れ
る
こ
と
を
承
認
す
る
。
ま
た
、
我
ら
は
、
目
に
見
え
る

信
者
と
彼
ら
の
幼
い
す
え
の
全
員
(
一
般
に
公
同
の
、
目
に

見
え
る
教
会
、

と
呼
ば
れ
る
)
は
、
こ
の
世
に
お
け
る
キ
リ

ス
ト
の
霊
的
王
国
に
属
す
る
と
考
え
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で

言
う
公
同
の
、

目
に
見
え
る
教
会
と
い
う
概
念
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
が
、

た
だ
一
人
で
あ
れ
、
集
団
的
に
多
数
で
あ

れ

い
ず
れ
に
し
て
も
、
地
上
に
お
け
る
、
目
に
見
え
る
、

在

8 

序
文
の
第
二
、
第
三
段
落
で
述
べ
た
こ
と
を
(
注
2
、
注

3
参
照
)
、
恐
ら
く
国
王
政
治
、
議
会
、
国
教
会
当
局
を
強
く
意

識
し
て
、
要
約
し
て
確
言
す
る
。
す
な
わ
ち
、
今
般
の
両
派
に
よ

る
合
意
は
、
名
誉
革
命
体
制
内
の
主
教
制
国
教
会
に
信
仰
的
良
心

に
よ
っ
て
従
い
え
な
い
各
個
教
会
に
お
い
て
秩
序
を
保
つ
た
め
で

あ
る
と
す
る
。
こ
こ
で
は
、
長
老
派
が
伝
統
的
に
目
指
し
て
き
た

長
老
制
国
教
会
樹
立
の
構
想
に
つ
い
て
は
、
全
く
語
ら
れ
な
い
。

在

9 

両
派
は
、

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
頭
と
す
る
唯
一
の
公
同

の
教
会
を
告
白
す
る
。

「
日
に
見
え
る
」
(
〈
E
E
O
)
信
者
と
い
う

表
現
は
、
必
ず
し
も
会
衆
派
的
な
も
の
と
は
言
え
な
い
。
当
時
、

長
老
派
の
間
で
も
用
い
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

「
幼
い
す
え
」

を
教
会
員
と
見
な
す
こ
と
で
、

バ
プ
テ
ス
ト
派
と
一
線
を
画
し
、

日
に
見
え
る
教
会
の

「
目
に
見
え
る
、
人
間
で
あ
る
頭
」
を
否
認
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人
間
で
あ
る
頭
、

の
下
に
形
成
さ
れ
て
い
る
何
か
の
団
体
の

中
に
集
め
て
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
い
う
の

で
あ
れ
ば
、
我
ら
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
他
の
者
ら
と
共

(注
9
)

一
致
し
て
そ
れ
を
否
認
す
る
。

v
」
、

2 

我
ら
は
、

以
下
の
こ
と

[
2
1
9
]
に
合
意
す
る
。
す
な
わ

ち
、
キ
リ
ス
ト
の
全
規
定
に
通
常
互
い
に
あ
ず
か
る
た
め
、

彼
ら
の
頭
な
る
キ
リ
ス
ト
の
下
に
定
期
的
に
共
に
集
ま
る
、

目
に
見
え
る
聖
徒
た
ち
の
各
個
の
集
団

(
8己
注

g)
は
、
各

個
教
会
(
也
監
-2-R
岳ロ
R
F
g
)
で
あ
り
、

一
部
の
そ
れ
ほ

ど
重
要
で
な
い
事
柄
に
お
い
て
は
理
解
や
実
践
が
異
な
っ
て

い
て
も
、
制
定
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
の
教
会
と
し
て
互
い
か
ら

(
注
叩
)

認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

キ
リ
ス
ト
教
の
根
本
的
教
理
を
わ
き
ま
え
、

そ
れ
ら
に
つ
い

3 

て
健
全
で
あ
り
、
生
活
に
お
い
て
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
が
な
く
、

神
の
言
葉
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
判
断
に
そ
っ
て
見
た
場

合
、
目
に
見
え
る
信
心
と
正
直
さ
を
持
つ
人
で
、
イ
エ

ス
・
キ
リ
ス
ト
に
対
し
て
心
か
ら
の
服
従
を
確
か
に
公
に
告

白
し
て
い
る
人
々
以
外
の
い
か
な
る
人
も
、
福
音
の
特
別
な

規
定
す
べ
て
に
あ
ず
か
る
べ
く
、
教
会
員
と
し
て
受
け
入
れ

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
教
会
の
頭
と
し
て
の
ロ

1
マ
教
皇
を
否
定

す
る
。
し
か
し
、
宗
教
改
革
の
伝
統
に
従
い
、

ロ
ー
マ
教
会
と
そ

の
教
会
員
た
ち
を
キ
リ
ス
ト
の
教
会
か
ら
除
外
し
て
い
な
い
こ
と

に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

任

10 

「
公
同
の
、
目
に
見
え
る
教
会
」
は
、
具
体
的
に
は
、
第

一
義
的
に
、
各
個
教
会
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
各
個
教
会
の
理
解
と

実
践
で
は
、
本
質
的
に
重
要
な
こ
と
と
そ
れ
ほ
ど
重
要
で
は
な
い

」
と
が
区
別
さ
れ
、
本
質
的
な
点
で
一
致
し
て
い
れ
ば
「
制
定
さ

れ
た
キ
リ
ス
ト
の
教
会
」
と
し
て
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
、

い〉つ。

注
11 

日
に
見
え
る
、
聖
徒
の
要
件
と
し
て
、
信
仰
(
根
本
的
教

理
に
立
つ
)
と
生
活
(
目
に
見
え
る
信
心
と
正
直
さ
)
、
公
的
告

白
が
挙
げ
ら
れ
る
。

「
キ
リ
ス
ト
教
の
根
本
的
教
理
」
に
つ
い
て

は
、
第
八
章
を
参
照
。

と
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(
注
目
)

ら
れ
て
は
な
ら
な
い
。

4 

そ
の
よ
う
な
目
に
見
え
る
聖
徒
と
し
て
資
格
の
あ
る
人
た
ち

(
上
述
の
よ
う
な
)
が
、
福
音
の
規
則
に
従
っ
て
、

そ
こ
に

お
い
て
共
に
歩
も
う
と
い
う
、
彼
ら
の
相
互
的
な
、
明
言
さ

れ
た
同
意
と
合
意
に
基
づ
き
、
キ
リ
ス
ト
の
特
別
な
規
定
す

べ
て
に
定
期
的
に
あ
ず
か
る
こ
と
が
で
き
る
主
体
に
実
際
に

な
る
。

そ
の
よ
う
に
明
言
す
る
際
、

ど
の
程
度
明
確
に
す
る

5 

か
か
る
教
会
が
お
互
い
を
制
定
さ
れ
た
教
会

(
注
ロ
)

と
し
て
認
め
る
こ
と
を
決
し
て
妨
げ
て
は
な
ら
な
い
。

教
会
区
の
範
囲
は
神
定
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
が
、

か
の
違
い
は
、

し
、
共
に
建
て
上
げ
る
た
め
、
各
個
教
会
の
会
員
た
ち
は

(
注
目
)

(
都
合
の
つ
く
限
り
)
互
い
の
近
く
に
住
む
べ
き
で
あ
る
。

6 

そ
れ
ぞ
れ
の
各
個
教
会
は
、
彼
ら
自
身
の
役
員
を
選
ぶ
権
利

を
有
し
て
お
り
、
福
音
の
規
則
に
従
っ
て
正
当
に
資
格
を
与

え
ら
れ
、
任
職
さ
れ
た
役
員
が
与
え
ら
れ
て
い
れ
ば
、
統
治

を
行
い
、
自
ら
の
内
で
礼
拝
の
全
規
定
を
享
受
す
る
、

(注
U
)

ス
ト
か
ら
の
権
威
を
有
し
て
い
る
。

7 

教
会
権
能
の
執
行
に
お
い
て
は
、
治
め
、
統
治
す
る
こ
と

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
各
個
教
会
の
牧
師
た
ち
と
他
の
長
老
た
ち

し
か

キ

注
12 

「
目
に
見
え
る
聖
徒
」
が
具
体
的
に
各
個
教
会
を
構
成
す
る

教
会
員
と
な
る
た
め
に
は
、

「
そ
こ
に
お
い
て
共
に
歩
も
う
と
い

う
、
彼
ら
の
相
互
的
な
、
明
言
さ
れ
た
同
意
と
合
意
」
が
必
要
で

い
わ
ゆ
る
「
教
会
契
約
」
で
あ
る
。
こ
の
語

あ
る
。
会
衆
派
の
、

が
用
い
ら
れ
て
い
な
い
の
は
、
長
老
派
側
の
抵
抗
を
少
な
く
す
る

た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
前
項
の
要
件
を
比
較
的
厳
密
に
適

用
す
る
会
衆
派
と
、

比
較
的
穏
や
か
に
適
用
す
る
長
老
派
の
間

で
、
従
来
は
そ
れ
ぞ
れ
の
相
手
側
を
キ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
「
制
定

さ
れ
た
教
会
」
と
し
て
認
め
な
い
こ
と
ま
で
あ
っ
た
こ
と
を
自
己

批
判
し
て
い
る
。

注
13 

」
の
規
定
は
、
会
衆
派
が
長
老
主
義
の
真
理
契
機
(
地
理

的
要
因
の
重
要
性
)
を
限
定
的
に
認
め
、
歩
み
寄
っ
た
も
の
と
言

え
る
。
前
項
に
お
い
て
長
老
派
が
会
衆
派
に
大
幅
に
譲
っ
て
い
る

こ
と
を
補
完
す
る
も
の
で
あ
る
。

注
14 

各
個
教
会
の
十
全
の
権
能
を
主
張
す
る
こ
と
に
お
い
て
会

衆
派
的
と
も
4
1

守
え
る
が
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
長
老
派
の
祖
と
目
さ
れ
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(
そ
の
よ
う
な
者
が
い
れ
ば
)
に
属
し
、
同
意
す
る
こ
と
は
、

(
注
目
)

福
音
の
規
則
に
従
い
、
兄
弟
た
ち
に
属
す
る
。

上
述
の
よ
う
な
、

公
に
信
仰
を
告
白
し
た
者
た
ち
は
す
べ

8 

て
、
機
会
が
あ
る
と
き
に
は
、

ど
こ
か
の
各
個
教
会
の
固
定

的
会
員
と
し
て
、
義
務
上
加
わ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ

う
に
し
て
加
わ
る
こ
と
は
、
彼
ら
が
公
に
告
白
し
た
、

ス
ト
の
福
音
へ
の
服
従
の
一
部
で
あ
り
、
彼
ら
の
確
立
と
建

て
上
げ
の
た
め
に
制
定
さ
れ
た
手
段
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ

て
彼
ら
は
、
牧
会
的
配
慮
の
下
に
置
か
れ
、

ス
キ
ャ
ン
ダ
ル

の
あ
る
、
あ
る
い
は
誤
っ
た
歩
み
方
を
す
る
場
合
に
は
、
彼

ら
の
回
復
の
た
め
、
ま
た
真
理
と
真
理
を
告
白
す
る
教
会
の

擁
護
の
た
め
に
、
権
威
を
も
っ
て
訓
戒
さ
れ
、
あ
る
い
は
譜

(
注
凶
)

責
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

9 

」
の
よ
う
に
し
て
、
あ
る
各
個
教
会
に
加
え
ら
れ
た
目
に
見

え
る
信
仰
告
白
者
は
、

そ
の
教
会
に
し
っ
か
り
と
留
ま
り
続

け
る
べ
き
で
あ
り
、
別
の
教
会
へ
の
推
薦
状
1

1

こ
れ
は
、

当
事
者
の
事
情
が
明
ら
か
に
そ
れ
を
必
要
と
す
る
場
合
、
与

え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
l
l
を
秩
序
に
従
っ
て
請
求
し
な
い

ま
ま
、
属
し
て
い
る
教
会
で
な
さ
れ
て
い
る
ミ
ニ
ス
ト
リ
ー

キ
リ

る
ト
マ
ス
・
カ

l
ト
ラ
イ
ト
の
教
会
政
治
論
と
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス

タ
!
神
学
者
会
議
に
お
け
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
特
命
委
員
に
よ
る

各
個
教
会
の
権
能
の
重
視
、

と
い
う
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
長
老
派

に
お
い
て
も
あ
る
程
度
主
張
し
う
る
規
定
で
あ
る
。

注
目

各
個
教
会
に
お
け
る
統
治
の
権
能
を
牧
師
と
長
老
に
帰

し
、
教
会
員
に
は
「
同
意
す
る
こ
と
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
本
規

{疋は、

パ
プ
テ
ス
ト
派
に
お
け
る
教
会
員
の
総
意
を
中
心
と
す
る

や
り
方
に
傾
き
が
ち
だ
っ
た
会
衆
派
を
、
長
老
派
的
に
て
こ
入
れ

す
る
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

在

16 

キ
リ
ス
ト
者
が
、
通
常
は
、
特
定
の
各
個
教
会
に
固
定
的

会
員
と
し
て
加
わ
り
、

そ
の
よ
う
な
者
と
し
て
の
特
権
と
義
務
、

責
任
に
あ
ず
か
る
べ
き
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

い
か
な
る
各

個
教
会
に
も
加
わ
ら
な
い
と
か
、
加
わ
っ
て
も
短
期
間
に
次
々
に

教
会
を
変
え
る
「
流
動
的
」
会
昌
/
(
当
時
の
表
現
)
で
あ
る
べ
き

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

注
げ

所
属
す
る
各
個
教
会
の
ミ
ニ
ス
ト
リ
!
と
諸
規
定
を
重
ん
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(
注
口
)

と
諸
規
定
を
捨
て
る
べ
き
で
は
な
い
。

第
二
章

ミ
ニ
ス
ト
リ
ー

牧
師
職
に
つ
い
て

1 

我
ら
は
以
下
の
こ
と

[
1
1
7
]
に
合
意
す
る
。
す
な
わ
，
ち
、

牧
師
の
職
務
は
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
教
会
を
集
め
、
導

き
、
建
て
上
げ
、
統
治
す
る
た
め
、

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に

よ
り
制
定
さ
れ
て
お
り
、
世
の
終
わ
り
ま
で
継
続
さ
れ
る
べ

(
注
四
一
)

き
で
あ
る
c

2 

」
の
職
務
に
召
さ
れ
る
者
ら
は
、
神
の
恵
み
を
備
え
て
い
る

ば
か
り
で
な
く
、
優
れ
た
学
問
と
牧
師
と
し
て
の
種
々
の
賜

物
を
備
え
て
お
り
、
判
断
に
お
い
て
健
全
で
、
信
仰
と
福
音

の
知
識
と
に
お
い
て
初
心
者
で
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、

ス
キ
ヤ

ン
ダ
ル
が
な
く
、

福
音
の
仕
事
と
奉
仕

(
注
目
)

に
自
ら
を
捧
げ
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

清
い
行
い
の
人
で
、

3 

通
常
は
、
各
個
教
会
に
よ
り
そ
こ
へ
招
か
れ
、
選
ば
れ
た
者

以
外
の
だ
れ
も
、
こ
の
牧
師
職
の
仕
事
に
任
職
さ
れ
て
は
な

(
注
初
)
一

ら
な
い
c

4 

牧
師
(
宮
ωぎ
『
)
を
招
き
選
ぶ
と
い
う
非
常
に
重
要
で
重
い
事

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
正
当
な
理
由
で
他
の
教
会
に
移
る
必

要
が
あ
る
場
合
は
、
推
薦
状
(
薦
書
)
を
得
て
移
る
べ
き
で
あ
る

と
す
る
こ
の
規
定
に
よ
り
、
教
会
契
約
に
基
づ
く
各
個
教
会
形
成

に
伴
い
が
ち
な
、
流
動
的
信
者
の
増
加
、

お
よ
び
諸
教
会
間
の
競

争
と
不
和
を
抑
制
し
よ
う
と
す
る
。

注
18 

両
派
は
、
目
に
見
え
る
教
会
の
最
も
重
要
な
務
め
が
牧
師

の
職
務
で
あ
る
こ
と
を
明
言
し
、
こ
れ
に
よ
り
、
牧
師
職
を
否
定

な
い
し
軽
視
す
る
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
セ
ク
ト
と
自
ら
を
区
別
す
る
。

注
19 

両
派
は
、
牧
師
職
に
就
く
者
の
資
格
に
つ
い
て
「
高
い
」

見
解
を
取
る
こ
と
に
お
い
て
一
致
す
る
。
こ
の
点
で
両
派
は
、

ュ
l
リ
タ
ニ
ズ
ム
の
主
流
派
を
成
す
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

注
20 

各
個
教
会
の
務
め
に
招
聴
さ
れ
る
こ
と
な
く
牧
師
職
に
就

く
こ
と
を
、
両
派
は
否
定
す
る
。

」
の
点
に
お
い
て
も
両
派
は
、

ピ
ュ

l
リ
タ
ニ
ズ
ム
の
主
流
の
理
解
に
立
つ
。

ピ
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柄
に
お
い
て
は
、
ど
の
、

か
か
る
教
会
も
、
近
隣
の
集
会
の

牧
師
た
ち
に
相
談
し
助
言
を
受
け
る
こ
と
が
、
通
常
は
必
要

(
注
幻
)

で
あ
る
、
と
我
ら
は
判
断
す
る
。

5 

か
か
る
助
言
の
後
、
相
談
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
当
該
者

は
、
彼
が
そ
の
上
に
据
え
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
各
個
教
会

の
兄
弟
た
ち
に
よ
り
選
ば
れ
、
彼
が
受
け
る
な
ら
ば
、
正
式

に
任
職
さ
れ
、
彼
ら
に
対
す
る
彼
の
職
務
へ
と
聖
別
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
。

そ
れ
に
は
、
近
隣
の
集
会
の
牧
師
た
ち

(
古

g
g
g
)
が、

一
人
ま
た
は
複
数
の
説
教
長
老
た
ち
1

1

も
し
そ
う
い
う
人
た
ち
が
い
れ
ば
1

1

と
共
同
で
当
た
る
こ

(注

n)

と
が
、
通
常
は
必
要
で
あ
る
、
と
我
ら
は
判
断
す
る
。

し
か
し
、

か
か
る
任
職
は
、

-
r
-
A
V
?

で、

中

J
ふ
/

そ
れ
ま
で
牧
師
の
職
務

6 

に
任
職
さ
れ
た
こ
と
が
一
度
も
な
か
っ
た
者
ら
の
た
め
に
意

図
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
で
、
も
し
だ
れ
か
が
、

以
前
に
任
職

さ
れ
て
い
る
人
が
新
し
い
場
所
な
い
し
牧
会
の
責
任
に
転
任

す
る
と
い
う
場
合
も
、
彼
と
そ
の
働
き
を
神
の
恵
み
と
祝
福

に
厳
粛
に
委
ね
る
同
様
の
式
が
あ
る
べ
き
で
あ
る
、

と
判
断

す
る
な
ら
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
異
な
る
意
見
や
実
践
を
、

我
ら
の
間
の
争
い
や
交
わ
り
の
断
絶
の
契
機
と
し
て
は
な
ら

注
幻

ど
の
各
個
教
会
も
、
牧
師
を
招
聴
し
よ
う
と
す
る
場
合
、

近
隣
の
牧
師
た
ち
に
相
談
し
助
言
を
受
け
る
こ
と
を
、

「
通
常
は
」

と
限
定
し
つ
つ
で
は
あ
る
が
、
必
要
で
あ
る
と
明
言
す
る
こ
と
に

よ
り
、
会
衆
派
は
長
老
派
に
大
幅
に
歩
み
寄
っ
て
い
る
と
見
る
こ

と
が
で
き
る
。

注
幻

牧
師
任
職
に
は
、
近
隣
の
先
任
牧
師
た
ち
、

お
よ
び
、
各

個
教
会
の
牧
師
職
に
就
い
て
い
な
い
説
教
長
老
た
ち
が
い
れ
ば
そ

の
人
た
ち
が
共
に
当
た
る
べ
き
、
と
の
こ
の
規
定
は
、
長
老
派
的

な
も
の
で
あ
る
が
、

「
通
常
は
」
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
従
来
の

会
衆
派
方
式
(
各
個
教
会
に
お
け
る
任
職
)
に
余
地
を
残
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。

注
23 

前
項
の
規
定
は
初
め
て
牧
師
職
に
就
く
者
の
任
職
の
規
定

で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
、
転
任
し
た
牧
師
の
「
就
任
式
」
な
い

し
「
就
職
式
」
に
つ
い
て
は
オ
ー
プ
ン
に
し
て
い
る
。
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(
注
お
)

為
九
、
J

0

ふ
ん
旬
、
U

福
音
を
説
教
す
る
働
き
に
就
く
者
ら
は
、

た
だ
単
に
、
聖
徒

7 

の
交
わ
り
を
す
る
資
格
を
認
め
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
例
外

的
な
場
合
を
除
い
て
は
、
彼
ら
の
資
格
に
つ
い
て
識
別
し
判

断
す
る
周
知
の
能
力
を
持
っ
た
諸
教
会
の
牧
師
た
ち
に
対
し

て
、
彼
ら
が
、
上
述
の
働
き
に
対
す
る
自
ら
の
賜
物
と
適
格

性
を
証
明
す
る
こ
と
、
ま
た
、
彼
ら
が
厳
粛
な
認
可
と
祈
り

イ
ク
ス
ピ
ー
デ
ィ
エ
ン
ト

を
も
っ
て
派
遣
さ
れ
る
こ
と
、
が
好
都
合
で
あ
る
。
そ

う
し
た
こ
と
を
我
ら
は
、
彼
ら
が
そ
の
働
き
に
召
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
何
ら
疑
い
が
残
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、

ま
た
、
無
知
で
軽
率
な
侵
入
者
た
ち
を
(
我
ら
に
で
き
る
か

断ぎ
すG り
るき手

防
す
る
た
め

ど
う
し
て
も
必
要
で
あ
る
と
判

第
三
章

議
責
に
つ
い
て

1 

地
上
の
最
も
純
粋
な
教
会
に
お
い
て
も
、
時
々
偽
善
と
広
ま

っ
て
い
る
腐
敗
の
ゆ
え
に
、
過
ち
と
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
が
起
こ

る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
が
、

そ
れ
だ
け
で
な
く
キ
リ
ス
ト

注
24 

第
2
項
の
牧
師
の
資
格
と
の
関
連
で
(
注
印
を
参
照
)
、
賜

物
を
持
つ
先
任
の
牧
師
に
よ
る
「
試
験
」
と
、
試
験
に
合
格
し
た

者
ら
に
対
す
る
「
認
可
と
祈
り
を
も
っ
て
(
の
)
派
遣
」
の
必
要
性
、

便
宜
性
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
特
に
「
無
知
で
軽
率
な
侵
入
者
」

と
呼
ば
れ
る
、
自
分
勝
手
に
伝
道
す
る
自
称
伝
道
者
、
牧
師
、
預

言
者
た
ち
の
排
除
を
目
指
す
。
た
だ
し
両
派
と
も
、
試
験
に
よ
ら

な
い
「
例
外
的
な
場
合
」
を
認
め
て
い
る
。
試
験
の
具
体
的
な
方

法
に
つ
い
て
は
、
長
老
派
、
会
衆
派
い
ず
れ
の
伝
統
に
お
い
て
も

特
に
明
文
化
さ
れ
て
は
い
な
い
。
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は
、
そ
う
し
た
場
合
す
べ
て
に
お
い
て
適
用
す
る
よ
う
に
彼

が
定
め
た
霊
的
な
救
済
策
、
す
な
わ
ち
、
訓
戒
と
除
名
、
に

よ
り
、
自
ら
を
改
革
す
る
こ
と
を
、
各
教
会
の
義
務
と
さ

(
注
お
)

れ
た
。

2 

訓
戒
と
は
、
罪
を
自
覚
さ
せ
る
た
め
に
過
ち
を
犯
し
た
教
会

員
を
叱
責
す
る
こ
と
で
、

そ
れ
は
、
私
的
な
過
ち
の
場
合
に

は

マ
タ
イ
一
八
・
一
五

1
一
七
の
規
則
に
従
つ
て
な
さ
れ

る
べ
き
で
あ
り
、
公
的
な
過
ち
の
場
合
に
は
、
福
音
の
栄
誉

と
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
の
性
質
が
求
め
る
と
こ
ろ
に
従
い
、
教
会

[
員
]
の
前
で
公
開
で
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
も

し
訓
戒
の
い
ず
れ
か
が
な
さ
れ
て
罪
に
陥
っ
た
人
を
回
復
す

る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
詰
責
を
更
に
進
め
る
こ
と
は
す
べ

て
、
直
ち
に
停
止
し
、

そ
れ
に
応
じ
て
満
足
[
教
会
と
し
て

(
注
お
)

の
]
が
言
明
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
一
。

3 

過
ち
を
犯
し
、

ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
に
な
っ
て
い
る
兄
弟
を
取
り

戻
す
た
め
、
福
音
の
命
令
に
従
っ
て
正
当
な
手
段
が
す
べ
て

使
用
さ
れ
た
が
、

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
彼
が
悔
い
改
め
な

い
ま
ま
で
あ
る
と
き
に
は
、
除
名
の
詰
責
に
進
ま
ね
ば
な
ら

h

h

h

。

中
臼
し

そ
の
際
に
は
、
牧
師
と
他
の
長
老
た
ち
(
そ
の
よ
う

注
お

規
律
、
す
な
わ
ち
、

両
派
と
も
、

カ
ル
ヴ
ア
ン
主
義
の
伝
統
に
な
ら
い
、
教
会

改
革
を
重
視
す
る
こ
と
で
一
致
す
る
。

「
訓
戒
と
除
名
」
を
通
し
て
の
教
会
の
自
己

注
Mm

基
本
的
に
一
致
す
る
が
、
こ
こ
で
長
老
会
の
役
割
へ
の
言
及
が
欠

各
個
教
会
に
お
け
る
訓
戒
に
つ
い
て
は
、

両
派
の
姿
勢
は

如
し
て
い
る
こ
と
は
、
会
衆
派
的
と
言
え
る
。
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な
者
が
い
れ
ば
)
が
リ
ー
ド
し
、
教
会
の
先
頭
に
立
ち
、
兄

弟
た
ち
は
、

キ
リ
ス
ト
と
、
主
に
あ
っ
て
彼
ら
の
上
に
立
て

ら
れ
て
い
る
長
老
た
ち
と
に
従
順
に
従
っ
て
、
彼
ら
の
同
意

(
注
幻
)

を
与
え
る
べ
き
で
あ
る
。

4 

他
の
面
で
は
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
に
な
っ
て
い
な
い
教
会
員
が
、

自
分
の
属
す
る
教
会
の
交
わ
り
か
ら
罪
深
い
仕
方
で
身
を
引

き
、
そ
の
交
わ
り
か
ら
自
ら
離
れ
る
こ
と
が
時
々
起
こ
る
。

そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
彼
を
元
に
戻
す
た
め
の
正
当
な
手

段
が
す
べ
て
効
果
が
な
か
っ
た
と
き
、
彼
は
そ
れ
に
よ
っ
て

自
分
自
身
を
そ
の
教
会
の
交
わ
り
か
ら
切
り
離
し
た
の
で
あ

る
か
ら
、

そ
の
教
会
は
、
彼
を
そ
れ
以
上
見
守
る
責
任
を
解

で除
き会さ
る連れ

る
と
考
え

そ
の
よ
う
に
言
明
す
る
こ
と
が
正
当
に

第
四
章

諸
教
会
の
交
わ
り
に
つ
い
て

1 

我
ら
は
、
以
下
の
こ
と

[
1
1
6
〕
に
合
意
す
る
。
す
な
わ

ち
、
各
個
教
会
は
、
互
い
に
対
し
て
配
慮
と
優
し
さ
を
持
て

な
い
ほ
ど
、
互
い
か
ら
離
れ
、
別
々
に
歩
む
べ
き
で
は
な

注
27 

し
か
し
、
こ
の
除
名
の
段
階
に
つ
い
て
は
、
「
牧
師
と
他

の
長
老
た
ち
」
の
主
導
性
と
、
教
会
員
た
ち
に
よ
る
「
同
意
」
の

必
要
性
が
う
た
わ
れ
て
お
り
、

」
の
点
で
は
よ
り
長
老
派
的
と
言

う
こ
と
が
で
き
る
。

注
28 

教
会
員
が
詰
責
以
外
の
理
由
で
自
ら
離
れ
る
場
合
、
各
個

教
会
の
牧
会
上
の
責
任
に
は
限
度
が
あ
り
、
教
会
と
し
て
そ
の
人

と
の
公
的
関
係
の
終
了
を
言
明
す
る
こ
と
が
正
当
で
あ
る
と
さ
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
教
会
契
約
を
本
人
が
破
棄
し
た
こ
と
を
、
教
会

と
し
て
明
確
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
、

と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
非
国
教
主
義
諸
教
会
聞
の
秩
序
の
維
持
に
欠
か
せ

な
い
措
置
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
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い
。
む
し
ろ
、
各
個
教
会
の
牧
師
た
ち
は
、
相
互
の
助
言
、

支
え
、
励
ま
し
、
兄
弟
と
し
て
の
付
き
合
い
に
よ
っ
て
、
主

の
道
に
お
い
て
、

互
い
の
心
と
手
を
強
め
る
た
め
に
、

(注
m
m
)

し
ば
共
に
会
合
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
。

我
ら
の
各
個
教
会
の
い
ず
れ
も
、

そ
れ
ぞ
れ
が
イ
エ
ス
・
キ

2 

リ
ス
ト
か
ら
同
等
の
権
能
を
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か

ら
、
互
い
に
対
し
て
従
属
的
に
な
っ
て
は
な
ら
な
い
。

た
、
上
述
の
各
個
教
会
、

お
よ
び
、

そ
の
一
人
の
役
員
、
な

い
し
役
員
た
ち
、

の
い
ず
れ
も
、
他
の
い
ず
れ
か
の
教
会
あ

る
い
は
そ
の
役
員
た
ち
に
対
し
て
、

し
で
は
な
ら
ず
、

い
か
な
る
権
能
も
行
使

(
注
鈎
)

ま
た
、
優
越
性
を
持
つ
こ
と
は
な
い
。

3 

上
述
の
よ
う
に
し
て
構
成
さ
れ
る
、
各
個
教
会
の
周
知
の
会

員
た
ち
は
、
福
音
の
諸
規
定
、
す
な
わ
ち
、

キ
リ
ス
ト
の
御

旨
に
そ
っ
て
実
施
さ
れ
る
、
御
言
葉
、
祈
り
、
聖
礼
典
、
詩

編
賛
美
、
に
お
い
て
、
時
折
、
互
い
に
交
わ
る
こ
と
が
で
き

る
。
彼
ら
が
交
わ
り
を
望
ん
で
い
る
相
手
の
教
会
が
、
彼
ら

(
注
目
)

で
あ
る
。

に
対
す
る
正
当
な
反
対
が
な
け
れ
ば
、

4 

我
ら
は
、

別
の
集
会
に
既
に
加
わ
っ
て
い
る
い
か
な
る
人

も
、
か
か
わ
る
双
方
の
集
会
か
ら
相
互
の
満
足
を
得
る
努
力

し
ば宇

品

れ
ぞ
れ
が
相
手
の
教
会
か
ら
会
員
を
集
め
る
競
争
を
す
る
機
会
と

注
29 

各
個
教
会
の
最
重
要
視
は
孤
立
主
義
を
意
味
し
な
い
、

明
言
す
る
こ
と
に
よ
り
、
両
派
と
も
非
国
教
主
義
の
下
で
の
連
携

の
必
要
を
認
め
る
。
こ
こ
で
は
特
に
、
牧
師
同
士
の
交
わ
り
と
牧

師
会
の
意
義
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

注
30 

各
個
教
会
お
よ
び
そ
の
牧
師
、
役
員
た
ち
の
権
能
の
聞
に

原
理
的
な
差
別
、
優
越
性
は
な
い
と
す
る
こ
と
で
、
階
層
制
に
立

つ
主
教
制
国
教
会
と
の
違
い
を
強
調
す
る
。

注
目

諸
教
会
の
交
わ
り
は
、
牧
師
た
ち
の
付
き
合
い
や
会
合
に

限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
教
会
員
た
ち
の
神
礼
拝
を
通
し
て

の
交
わ
り
で
も
あ
る
こ
と
が
明
確
に
さ
れ
る
。

注
32 

前
項
の
よ
う
に
複
数
の
教
会
が
共
に
礼
拝
す
る
機
会
は
、

各
個
教
会
員
た
ち
に
他
教
会
に
移
る
こ
と
を
考
え
た
り
、
教
会
そ と
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を
せ
ず
に
、
我
ら
の
そ
れ
ぞ
れ
の
集
会
の
会
員
と
し
て
受
け

入
れ
る
べ
き
で
は

h
ゆ

5 

一
つ
の
教
会
は
、
嫌
疑
が
向
け
ら
れ
て
い
る
別
の
教
会
、

」
の
長
老
た
ち
、
あ
る
い
は
代
表
者
た
ち
が
、
不
規
則
な
、

あ
る
い
は
不
正
な
運
び
方
(
司
『
。

8
包
Zmω)
の
嫌
疑
を
晴
ら

す
た
め
に
言
い
う
る
こ
と
を
聞
き
終
わ
る
ま
で
は
、

(
注
お
)

会
の
運
び
方
を
非
難
す
べ
き
で
は
な
い
。

そ
の
教

6 

我
ら
の
聞
に
起
こ
り
う
る
い
か
な
る
過
ち
も
予
防
あ
る
い
は

除
去
す
る
た
め
、
我
ら
は
、
求
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
我
ら

の
教
会
の
や
り
方
を
互
い
に
対
し
て
進
ん
で
説
明
す
る
用
意

が
あ
る
。
同
様
に
、
我
ら
は
、
交
流
の
右
手
を
差
し
出
し
、

諸
教
会
の
交
わ
り
に
つ
い
て
の
福
音
の
規
則
に
従
っ
て
共
に

(
注
目
品
)

歩
む
用
意
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
章

執
事
と
治
会
長
老

我
ら
は
、

か
く
合
意
す
る
。
す
な
わ
ち
、
執
事
の
職
務
は
神
の

定
め
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
彼
ら
の
職
務
に
属
す
る
の
は
、
牧

師
、
ま
た
必
要
が
あ
れ
ば
兄
弟
た
ち
、

の
指
示
に
よ
っ
て
、
教
会 そ

し
た
一
つ
の
有
力
な
考
え
方
お
よ
び
実
践
が
、
会
衆
派
の
多
数
と

な
り
か
ね
な
い
。
こ
の
よ
う
な
弱
さ
を
抑
え
る
規
定
で
あ
る
。

注
33 

あ
る
教
会
が
他
の
教
会
の
在
り
方
に
つ
い
て
嫌
疑
を
抱
く

場
合
、
当
該
教
会
に
説
明
を
求
め
ず
し
て
非
難
す
る
こ
と
を
慎
む

」
と
が
必
要
と
さ
れ
る
。

注
34 

前
項
の
規
定
を
補
う
も
の
と
し
て
、
各
教
会
の
他
教
会
に

対
す
る
説
明
責
任
が
う
た
わ
れ
る
。
前
項
と
本
項
の
規
定
は
、
教

会
と
し
て
の
全
体
的
な
姿
勢
あ
る
い
は
心
構
え
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
て
、
伝
統
的
に
長
老
派
が
唱
え
て
き
た
法
的
権
威
を
持
つ
教

会
会
議
な
い
し
法
廷
を
定
め
た
も
の
で
は
な
く
、
文
言
上
は
大
幅

に
会
衆
派
的
で
あ
る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

在

35 

」
こ
で
は
、
職
事
職
が
神
定
で
あ
る
と
明
言
さ
れ
る
の
に

対
し
て
、
治
会
長
老
の
職
は
そ
う
だ
と
は
言
わ
れ
ず
、

む
し
ろ
オ

ー
プ
ン
な
事
柄
だ
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
長
老
派
が
長
老
派
と
し

て
の
根
本
的
原
理
を
妥
協
に
よ
り
放
棄
し
た
と
取
る
べ
き
で
は
な

く
、
む
し
ろ
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
長
老
主
義
の
中
に
伝
統
的
に
存
在
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の
お
金
を
受
け
取
り
、

ふ
さ
わ
し
い
用
途
に
使
用
し
、
配
分
す
る

こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
御
言
葉
と
教
理
に
お
い
て
は
労
し
な
い
治

会
長
老
の
職
務
も
あ
る
、

と
い
う
意
見
の
人
た
ち
が
い
れ
ば
、

う
考
え
な
い
人
た
ち
も
い
る
ゆ
え
、
我
ら
は
、
こ
の
違
い
は
我
ら

の
聞
に
絶
交
を
も
た
ら
し
て
は
な
ら
な
い
、

(注目
ω)

す
る
。

と
い
う
こ
と
に
合
意

牧
師
た
ち
の
随
時
の
会
合
、

第
六
章

そ
の
他
に
つ
い
て

1 

我
ら
は
、
以
下
の
こ
と
に
合
意
す
る
。
す
な
わ
ち
、
協
調
の

た
め
に
、
ま
た
、
他
の
重
大
で
困
難
な
場
合
に
、
幾
つ
か
の

教
会
の
牧
師
た
ち
が
、

そ
う
し
た
問
題
に
つ
い
て
相
談
を
受

け
、
助
言
を
受
け
る
こ
と
は
必
要
で
あ
り
、

(
注
総
)
グ

旨
に
そ
っ
て
い
る
。

キ
リ
ス
ト
の
御

2 

そ
の
よ
う
な
会
合
は
、
問
題
の
性
質
に
応
じ
て
、
少
人
数
で

構
成
さ
れ
る
こ
と
も
大
人
数
で
構
成
さ
れ
る
こ
と
も

h物

各
個
教
会
と
各
個
教
会
の
個
々
の
長
老
た
ち
、

そ
し
て
会
員

3 

た
ち
は
、

そ
の
よ
う
に
し
て
与
え
ら
れ
た
会
合
の
判
断
に
敬

意
を
も
っ
て
耳
を
傾
け
る
べ
き
で
あ
り
、
神
の
言
葉
か
ら
の

意
見
の
一
致
を
見
た
と
取
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ

注
36 

前
項
の
規
定
の
よ
う
に
、
本
合
意
に
お
い
て
は
治
会
長
老

の
存
在
そ
の
も
の
が
前
提
と
さ
れ
な
い
か
ら
、

一
切
の
会
合
、
協

議
は
、
牧
師
た
ち
の
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
牧
師
団
な
い
し
牧

師
会
が
持
つ
教
会
的
権
能
に
つ
い
て
の
規
定
は
、
純
粋
に
長
老
派

的
で
も
会
衆
派
的
[
信
徒
を
含
ま
な
い
]
で
も
な
い
と
い
う
点
で
、

本
合
意
に
極
め
て
特
徴
的
で
あ
る
(
本
合
意
が
牧
師
た
ち
の
み
に

よ
っ
て
作
ら
れ
、
牧
師
た
ち
の
み
に
よ
っ
て
同
意
署
名
さ
れ
た
こ

と
は
、
改
め
て
言
う
ま
で
も
な
い
て
ま
た
、
牧
師
団
の
判
断
が

あ
く
ま
で
「
助
言
」
で
あ
る
と
い
う
点
は
会
衆
派
的
で
あ
る
が
、

そ
う
し
た
こ
と
が
「
必
要
で
あ
り
、

キ
リ
ス
ト
の
御
旨
に
そ
っ
て

い
る
」
と
さ
れ
る
点
は
長
老
派
的
で
あ
る
、

と
言
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

注
37 

古
典
的
な
長
老
主
義
(
制
度
)
に
お
け
る
諸
教
会
会
議
の

従
属
関
係
(
各
個
教
会
↓
プ
レ
ス
ビ
テ
リ

l
↓
地
方
大
会
、

ッ
ド
↓
全
国
大
会
な
い
し
総
会
)
の
よ
う
に
明
確
で
は
な
い
が
、

牧
師
に
よ
る
会
合
の
規
模
が
問
題
の
性
質
に
応
じ
て
決
め
ら
れ
る

ン

ノ
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ら明
な会白
い誌な
「根

拠
も
な
し

そ
の
判
断
に
異
議
を
唱
え
て
は
な

第
七
章

こ
の
世
の
為
政
者
に
対
す
る
我
ら
の
態
度
に

つ
い
て

1 

我
ら
は
、
我
ら
の
上
に
置
か
れ
た
支
配
者
の
上
に
、
神
の
守

り
と
導
き
、
祝
福
が
あ
る
よ
う
に
絶
え
ず
祈
る
義
務
が
あ
る

(
注
鈎
)

こ
と
を
明
確
に
認
め
る
。

我
ら
は
、
彼
ら
に
対
し
て
、

主
に
あ
っ
て
服
従
だ
け
で
な

2 

く
、
我
ら
の
立
場
と
能
力
に
従
い
、
支
持
を
さ
さ
げ
る
べ
き

(注

ω)

で
あ
る
。

3 

い
か
な
る
と
き
で
あ
れ
、
も
し
、
支
配
者
た
ち
が
、
我
ら
の

う
ち
の
何
名
か
で
も
召
集
し
た
り
、
あ
る
い
は
我
ら
の
事
情

に
つ
い
て
、
ま
た
我
ら
の
諸
集
会
の
状
態
に
つ
い
て
説
明
を

求
め
る
の
を
よ
し
と
す
る
な
ら
、
我
ら
は
す
み
や
か
に
、
こ

う
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
彼
ら
に
対
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
当
然

(
注
但
)

の
敬
意
を
払
う
べ
き
で
あ
る
。

と
の
本
規
定
は
、
長
老
制
の
合
理
性
の
部
分
的
承
認
と
考
え
ら
れ

る
が
、
会
衆
派
の
間
で
も
当
然
の
も
の
と
し
て
事
実
上
は
実
行
さ

れ
て
い
た
。

注
お

牧
師
た
ち
の
会
合
と
そ
の
判
断
へ
の
教
会
員
の
原
則
的
同

意
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
会
衆
派
に
と
っ
て
も
悩
み
の

種
と
な
っ
て
い
た
諸
教
会
に
お
け
る
異
端
的
セ
ク
ト
化
の
動
き
に

警
告
す
る
意
義
も
大
い
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

注
39 

非
国
教
主
義
が
反
国
王
・
反
政
府
で
な
い
こ
と
を
明
確
に

す
る
。

注
40 

る
の
で
は非
な国
く 教
、主

積義
極は
的彼
た り

廠為
従堅
守守 に

蒔芦
を極
さの
そf な

み懸
る 1厄

をと
さし

てさ
げ

自
分
た
ち
が
政
治
的
な
危
険
分
子
で
は
な
い
と
す
る
。

注
M
M

非
国
教
主
義
が
主
教
制
国
教
会
体
制
に
対
す
る
信
仰
的
、

良
心
的
不
服
従
で
は
あ
っ
て
も
、
国
玉
、
政
府
に
対
し
説
明
責
任

を
有
し
、
ま
た
、
彼
ら
を
敬
う
責
任
を
有
す
る
と
確
証
す
る
。
こ
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第
八
章

信
仰
告
白
に
つ
い
て

信
仰
の
問
題
に
お
け
る
判
断
の
健
全
さ
に
か
か
わ
る
こ
と
に
つ

い
て
、
我
ら
は
、
次
の
こ
と
を
十
分
で
あ
る
と
見
な
す
。
す
な
わ

ち、

一
教
会
が
、
聖
書
が
神
の
言
葉
で
あ
り
、
信
仰
と
実
践
の
完

全
で
唯
一
の
規
範
で
あ
る
と
承
認
し
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
の
箇

条
[
三
十
九
箇
条
]
と
普
通
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
の
教
理
的
な
部

分
、
あ
る
い
は
、

ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ

1
に
お
け
る
会
議
に
よ

り
作
り
上
げ
ら
れ
た
信
仰
告
白
、
あ
る
い
は
大
ま
た
は
小
の
教
理

問
答
、
も
し
く
は
、

サ
ヴ
ォ
イ
に
お
い
て
合
意
さ
れ
た
信
仰
告

白
、
が
、

(
注
必
γ

で
あ
る
。

そ
の
規
範
に
一
致
す
る
(
お
お
g
E
σ
)
と
認
め
る
こ
と

第
九
章

我
ら
と
の
交
わ
り
に
中
に
い
な
い
人
々
に
対

す
る
我
ら
の
義
務
と
ふ
る
ま
い
に
つ
い
て

1 

我
ら
は
、

以
下
の
こ
と
を
我
ら
の
義
務
で
あ
る
と
判
断
す

る
。
す
な
わ
ち
、
我
ら
は
、
我
ら
と
同
じ
確
信
や
交
わ
り
に

属
さ
な
い
す
べ
て
の
キ
リ
ス
ト
者
に
対
し
、
彼
ら
の
そ
れ
ぞ

れ
に
よ
っ
て
両
派
は
、
彼
ら
に
貼
ら
れ
た
〈
反
逆
〉
の
レ
ッ
テ
ル

を
暗
黙
裡
に
否
定
す
る
。

注
42 

教
会
員

(
I
の
3
)
、
牧
師

(
H
の
2
)
い
ず
れ
に
つ
い
て

も
求
め
ら
れ
て
い
る
、
信
仰
と
教
理
に
お
け
る

「
判
断
の
健
全

さ
」
、
す
な
わ
ち
、

「
信
仰
と
実
践
」
の
「
完
全
で
唯
一
の
規
範
」

と
し
て
、
本
合
意
は
、
神
の
言
葉
と
し
て
の
聖
書
を
挙
げ
、
続
い

て、

い
わ
ゆ
る
「
従
属
的
信
仰
規
準
」
と
し
て
、
三
十
九
箇
条
の

教
理
的
部
分
(
す
な
わ
ち
、
最
後
の
4
箇
条
を
除
く
全
お
箇
条
)
、

ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ

l
信
仰
告
白
、
な
い
し
大
あ
る
い
は
小
の
教

理
問
答
、

サ
ヴ
ォ
イ
信
仰
告
白
を
挙
げ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
両
派

は
、
列
挙
さ
れ
て
い
る
信
仰
告
白
文
書
の
い
ず
れ
か
を
聖
書
の
規

範
に
一
致
す
る
も
の
と
し
て
承
認
す
る
こ
と
を
正
統
性
判
断
の
規

準
と
す
る
と
い
う
、
信
仰
告
白
的
に
は
ブ
ロ
ー
ド
な
立
場
を
取
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
こ
の
言
明
は
、
国
教
会
に
対
す
る
弁
明
と
し

て
も
有
効
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

在

43 

国
教
会
の
中
に
留
ま
っ
て
い
る
大
多
数
の
国
民
と
、
非
国

教
主
義
の
中
で
も
長
老
派
、
会
衆
派
と
は
区
別
さ
れ
る
、
し
か
し

二本の木は一本の木とされた 1?255 



を れ
持の
つ 地
べ位
き、

で 立
あ会場
るきに

応
じ
て

キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
の
尊
敬

キ
リ
ス
ト
教
の
原
理
に
つ
い
て
無
知
な
人
々
や
、

ト
A
山

V
I」

1
レ
宇
品

2 

な
行
動
を
し
て
い
る
人
々
に
つ
い
て
は
、
我
ら
は
、
我
ら
の

そ
れ
ぞ
れ
の
場
に
お
い
て
、
彼
ら
が
機
会
を
我
ら
に
与
え
る

と
き
、
命
と
救
い
の
教
理
を
彼
ら
に
説
明
し
、
我
ら
の
最
善

を
尽
く
し
て
、
神
と
和
解
す
る
よ
う
彼
ら
を
説
得
す
る
こ
と

(注
H
H
)

に
努
力
す
べ
き
で
あ
る
。

3 

教
会
の
交
わ
り
に
入
る
の
に
本
質
的
に
必
要
な
も
の
を
身
に

付
け
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
人
々
に
つ
い
て
は
、

は
、
そ
れ
ほ
ど
重
要
で
な
い
事
柄
に
つ
い
て
議
論
を
吹
き
か

け
て
彼
ら
を
困
ら
せ
る
こ
と
は
し
な
い
で
、
主
に
あ
っ
て
進

(
注
必
)

ん
で
彼
ら
を
受
け
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

我
ら
は
前
記
の
《
合
意
項
目
》
に
同
意
す
る
だ
け
で
な
く
、
ま

た
、
主
が
我
ら
に
可
能
と
し
て
く
だ
さ
る
限
り
、

そ
れ
ら
の
項

日
に
従
っ
て
実
践
す
る
こ
と
を
全
員
一
致
で
決
意
す
る
も
の
で

(
注
必
)

点
り
ヲ
Q

。

我
ら

正
統
的
な
キ
リ
ス
ト
者
、
例
え
ば
正
統
的
な
パ
プ
テ
ス
ト
、
に
対

し
、
そ
の
立
場
を
重
ん
ず
る
と
し
て
、
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
セ
ク
ト
と

自
ら
を
区
別
す
る
。
同
時
に
、
長
老
派
よ
り
は
会
衆
派
の
自
己
批

判
と
い
う
要
素
も
あ
る
。

注
44 

伝
道
と
証
し
の
責
任
を
表
明
す
る
。

こ
こ
で
も
、

的
、
弧
絶
的
セ
ク
ト
で
な
い
こ
と
を
訴
え
る
。

注
必

す
る
。

判
し
、
聞
か
れ
た
教
会
と
な
る
こ
と
の
必
要
性
を
相
互
に
確
認

両
派
の
中
に
存
在
し
た
閉
鎖
的
、
排
他
的
傾
向
を
自
己
批

注目切
具
体
的
に
実
践
に
移
す
決
意
で
あ
る
こ
と
を
内
外
に
表
明
す
る
。

両
派
は
、
本
合
意
を
知
的
に
承
認
し
合
う
だ
け
で
な
く
、

独
善
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6 

《
合
意
項
目
》
に
対
す
る
多
様
な
評
価

一
六
九
一
年
四
月
六
日
《
合
意
項
目
》
に
基
づ
く
《
幸
い
な
る
一
致
》
が
公
表
さ
れ
る
や
い
な
や
、
同
様
の
連
帯
組
織
が
全
国
各
地
に
作

ら
れ
た
と
言
わ
れ
る
が
、

以
前
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
形
成
さ
れ
て
い
た
組
織
な
い
し
運
動
に
明
確
な
方
向
を
与
え

そ
れ
ら
の
多
く
は
、

た
こ
と
に
よ
る
再
活
性
化
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
の
意
味
で
特
に
忘
れ
が
た
い
の
は
、
デ
ヴ
オ
ン
シ
ャ

l
・コ

l
ン
ウ
ォ
ル
の
牧
師

ロ
ン
ド
ン
に
上
っ
て
こ
の
《
幸
い
な
る
一
致
》
を
目
の
当
た
り
に

し
、
《
合
意
項
目
》
を
携
え
て
帰
郷
、
同
志
た
ち
に
報
告
し
た
直
後
に
世
を
去
っ
た
こ
と
で
あ
か
)
。

有
志
連
合
の
議
長
だ
っ
た
ジ
ョ
ン
・
フ
ラ
ヴ
ェ
ル
(
』
。
『
ロ
盟
理
己
)
が
、

《
合
意
項
目
》
は
、
イ
ン
ク
リ
l
ス
・
メ
イ
ザ
ー
か
ら
そ
の
息
子
の
コ
ッ
ト
ン
・
メ
イ
ザ

1
(打
。
拝
。
ロ
宮
山

p
q
)
に
送
ら
れ
、

ニ
ュ

1
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
の
会
衆
派
教
会
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、

コ
ッ
ト
ン
・
メ
イ
ザ
l
は
、
ボ
ス
ト
ン
の
白

分
の
教
会
で
二
度
に
わ
た
り
こ
の
《
合
意
項
目
》
に
つ
い
て
説
教
し
た
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ら
の
説
教
を
《
合
意
項
目
》
と
共
に
印
刷
し
、

(
幻
)

小
冊
子
の
形
で
ニ
ュ

1
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
全
体
に
普
及
さ
せ
た
か
ら
で
あ
る
。
更
に
コ
ッ
ト
ン
・
メ
イ
ザ
!
は
、
そ
の
一

O
年
後
、
大
著
『
ア

メ
リ
カ
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
の
大
い
な
る
御
業
』
に
、
次
の
よ
う
に
記
し
た
。

イ
ン
、
グ
ラ
ン
ド
で
長
老
制
を
支
持
す
る
兄
弟
た
ち
は
、
会
衆
制
を
支
持
す
る
兄
弟
た
ち
と
最
近
幸
い
な
る
一
致
に
至
っ
た
た

め
、
以
前
両
者
を
区
別
す
る
の
に
用
い
ら
れ
て
い
た
名
称
は
す
べ
て
、
《
一
致
し
た
兄
弟
た
ち
》
と
い
う
一
つ
の
す
ば
ら
し
い

名
称
に
今
や
飲
み
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。

ニュ

1
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
一
人
の
人
、
す
な
わ
ち
、

そ
し
て
今
、

そ
の
と
き
ロ
ン
ド

ン
に
在
住
し
て
い
た
イ
ン
ク
リ

1
ス
・
メ
イ
ザ
l
氏
が
、

そ
の
《
一
致
》
の
促
進
に
非
常
に
大
き
く
用
い
ら
れ
た
ゆ
え
に
、
ま

二本の木は一本の木とされた!?257 



た
、
そ
れ
以
上
に
、

そ
の
よ
う
な
一
致
は
ニ
ュ

l
イ
ン
、
グ
ラ
ン
ド
の
諸
教
会
に
何
年
も
、
し
か
り
何
十
年
も
の
間
具
現
さ
れ
て

き
た
ゆ
え
に
、

そ
の
一
致
が
挙
げ
た
箇
条
を
そ
の
ま
ま
転
記
す
る
こ
と
が
わ
れ
ら
の
《
教
会
の
構
成
》
(
ゅ
の
己

2-gtg-

258 

8
5
E
Z民
。
ロ
)
を
あ
り
の
ま
ま
に
叙
述
す
る
最
善
の
方
法
で
あ
ろ
う
。
そ
の
箇
条
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

〔
以
下
省
略
〕

ロ
ン
ド
ン
と
そ
の
周
辺
の
会
衆
派

(
m
U
)
 

の
牧
師
た
ち
は
ほ
と
ん
ど
が
《
合
意
項
目
》
に
同
意
し
た
が
、
少
数
の
反
対
者
は
次
の
よ
う
に
言
っ
た
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
「
そ
れ
は
『
言

し
か
し
な
が
ら
、
《
合
意
項
目
》
に
対
し
て
、
厳
し
い
批
判
が
向
け
ら
れ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

葉
上
の
作
文
』
に
す
ぎ
な
い
。
同
一
の
こ
と
に
つ
い
て
異
な
る
考
え
を
固
持
す
る
人
々
が
、

に
、
多
く
の
箇
条
を
非
常
に
あ
い
ま
い
に
、
一
生
懸
命
、
わ
ざ
と
し
た
」
と
。

そ
れ
で
も
一
致
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
よ
う

一
九
世
紀
か
ら
二

O
世
紀
に
か
け
て
の
多
く
の
教
会
史
家
た
ち
は
、
《
合
意
項
目
》
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
《
幸
い
な
る
一
致
》
達
成
の
た

め
長
老
派
、
会
衆
派
、
両
派
が
そ
れ
ぞ
れ
に
特
有
の
主
張
を
大
幅
に
抑
え
た
と
し
な
が
ら
、
《
合
意
項
目
》
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
会
衆

派
的
で
あ
る
と
見
た
。

H
・
s-
ス
キ

1
(川)や、

H
-
w
・
ク
ラ

1
列
)
な
ど
が
そ
う
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
《
合
意
項
目
》
は
完
全
に
会
衆
派
で
あ
る
と
見
る
教
会
史
家
が
、
会
衆
派
に
も
長
老
派
に
も
い
る
。
例
え
ば
、
会
衆
派
の

史
家
ウ
ォ

l
カ

l
は、

「
そ
の
文
書
が
積
極
的
な
面
を
持
つ
か
ぎ
り
、

そ
れ
は
会
衆
主
義
の
方
向
に
傾
斜
し
て
い
る
。

ベ
イ
コ
ン
博
士
が
言

目
》
の
主
要
な
特
徴
は
:
:
:
本
質
的
に
会
衆
派
的
で
あ
る
」
、

そ
れ
は
、
『
名
前
こ
そ
違
え
、
事
実
上
は
会
衆
派
の
綱
領
』
で
あ
り
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
綱
領
と
か
な
り
一
致
す
る
」
、
「
《
合
意
項

(
M
M
)
 

と一一コ守つ。

う
ご
と
く
、

同
じ
こ
と
を
逆
に
批
判
的
に
見
て
い
る
の
は
、
長
老
派
の
史
家
ロ
リ
マ
ー
で
あ
る
。
彼
は
、

「
す
べ
て
の
実
質
的
譲
歩
は
長
老
派
に
よ
っ

て
の
み
な
さ
れ
、
会
衆
派
は
重
要
な
こ
と
は
何
一
つ
譲
ら
な
か
っ
た
!
全
交
渉
の
実
際
上
の
結
果
は
、
長
老
派
が
、
昔
の
名
前
は
な
お
保
持

(
お
)

し
つ
つ
、
他
の
あ
ら
ゆ
る
点
で
、
会
衆
派
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
¥
と
言
う
。

《
合
意
項
目
》
を
ウ
ォ

1
カ
1
、
ロ
リ
マ
ー
の
よ
う
に
全
面
的
に
会
衆
派
的
だ
と
見
る
こ
と
に
反
対
す
る
の
は
、
長
老
派
の
教
会
史
家
ド



リ
ス
デ
l
ル
で
あ
る
。
彼
は
、
「
長
老
派
は
、
彼
ら
の
独
立
派
[
会
衆
派
]
の
兄
弟
た
ち
の
見
方
を
支
持
し
た
:
:
:
と
と
き
ど
き
言
わ
れ
て
き

た
。
合
意
さ
れ
た
箇
条
を
注
意
深
く
、
公
平
に
考
慮
す
れ
ば
、

そ
の
よ
う
な
考
え
は
一
掃
さ
れ
る
。
長
老
派
に
よ
る
譲
歩
の
精
神
と
程
度
は

い
ず
れ
も
、
彼
ら
の
称
賛
に
値
す
る
和
ら
ぎ
の
姿
勢
を
反
映
し
て
い
る
が
、
長
老
派
が
譲
っ
た
の
は
彼
ら
の
内
面
的
原
理
と
い
う
よ
り
、
む

(
鈍
)

と
言
う
。
と
は
い
え
、
そ
の
ド
リ
ス
デ
1
ル
も
、
長
老
派
は
余
計
に
譲
り
す
ぎ
た
と
は
考
え
て
い
る
。
す

し
ろ
外
面
的
方
法
で
あ
っ
た
」
、

ぐ
に
続
け
て
、
「
も
っ
と
も
前
者
[
外
面
的
方
法
]
に
関
す
る
彼
ら
の
譲
歩
は
後
者
[
内
面
的
原
理
]
を
損
な
う
よ
う
に
働
い
た
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
」
、
と
述
べ
て
い
る
。

ド
リ
ス
デ
1
ル
が
強
調
し
た
い
こ
と
は
、

「
全
体
的
な
教
会
の
一
致
と
有
機
的
一
体
性
と
い
う
本
質
的
原
理
」
に
そ
う
と
い
う
「
こ
の
良

き
目
的
の
た
め
に
、
独
立
派
も
彼
ら
の
側
で
、
非
常
に
重
く
重
大
な
さ
ま
ざ
ま
な
譲
歩
を
し
た
」
と
い
う
点
で
あ
る
。
ド
リ
ス
デ
l
ル
は
、

こ
の
点
を
多
く
の
論
争
家
は
認
め
た
が
ら
な
い
が
、
公
平
無
私
な
ス
タ
ウ
ト
ン
は
こ
の
点
を
率
直
に
認
め
て
い
る
と
し
て
、
脚
注
で
ス
タ
ウ

(
お
)

ト
ン
か
ら
引
い
て
い
る
。

7 

《
合
意
項
目
》
再
評
価
の
視
点

既
に
第
二
章
で
見
た
よ
う
に
、
《
合
意
項
目
》
に
基
づ
く
《
幸
い
な
る
一
致
》
は
数
年
に
し
て
た
ち
ま
ち
崩
壊
し
た
た
め
、
以
後
《
合
意
項

目
》
へ
の
評
価
は
必
ず
し
も
高
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

む
し
ろ
、
《
合
意
項
目
》
が
序
文
の
中
で
強
く
求
め
て
い
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
、

「
愛
の
な
い
嫉
妬
や
あ
ら
探
し
を
す
る
言
い
方
、
ま
し
て
、
本
合
意
味
に
よ
り
い
ず
れ
の
側
が
最
も
支
持
さ
れ
る
の
か
に
つ
い
て
の
議
論
、

を
容
認
し
な
い
こ
と
」
が
遵
守
さ
れ
ず
、
第
五
章
で
見
た
よ
う
に
、

一
九
世
紀
の
教
会
歴
史
家
に
よ
っ
て
言
及
さ
れ
る
場
合
に
は
全
体
と
し

て
否
定
的
な
い
し
は
消
極
的
な
意
味
あ
い
で
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
二

O
世
紀
初
頭
以
来
の
世
界
的
な
規
模
に
お
け
る
エ
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キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
の
運
動
と
教
派
合
同
へ
の
動
き
の
中
で
、
長
老
派
と
会
衆
派
と
い
う
「
二
本
の
木
」
を
二
本
の
木
」
と
し
よ
う
と
す
る
《
合

意
項
目
》
の
再
評
価
は
、
必
要
か
つ
有
益
で
あ
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
四
章
に
お
け
る
《
合
意
項
目
》
の
吟
味
か
ら
、
わ
れ
わ
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れ
は
結
論
と
し
て
以
下
の
視
点
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
い
と
思
う
。

ま
ず
第
一
に
、
序
文
の
精
神
の
重
要
性
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
キ
リ
ス
ト
者
間
の
合
意
を
目
指
す
努
力
は
嘆
か
わ
し
い
も
の
で
は
な
い
」
、

二
致
:
:
:
一
致
こ
そ
わ
れ
ら
す
べ
て
の
も
の
が
祈
り
求
め
て
き
た
も
の
」
、
「
今
か
ら
は
、
互
い
の
名
誉
、
賜
物
、
成
功
を
、

わ
れ
ら
の
共

通
の
幸
い
と
し
て
一
層
完
全
に
喜
び
た
い
」
、
と
う
た
う
背
後
に
あ
る
、
過
去
へ
の
率
直
な
自
己
批
判
と
、
現
在
お
よ
び
将
来
へ
の
強
い
危

機
意
識
が
あ
る
。
と
い
う
よ
り
、
「
現
在
の
こ
の
自
由
を
我
ら
が
行
使
す
る
際
に
人
間
の
弱
さ
が
も
た
ら
す
可
能
性
の
あ
る
種
々
の
不
都
合
」

と
抽
象
的
に
言
わ
れ
て
い
る
、
確
立
し
た
名
誉
革
命
お
よ
び
主
教
制
国
教
会
体
制
下
で
の
相
互
非
難
と
競
争
、

そ
し
て
恐
ら
く
は
そ
の
結
果

と
し
て
の
共
倒
れ
、

と
い
う
現
在
お
よ
び
将
来
へ
の
危
機
意
識
か
ら
、

「
こ
れ
ま
で
公
然
と
許
し
て
き
た
、
異
な
る
意
見
と
実
践
を
非
難
し

問
題
に
す
る
行
き
方
」

へ
の
自
己
批
判
が
生
ま
れ
て
い
る
、
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
は
い
え
、
か
か
る
一
致
ヘ
希
求
は
、
自
己
保
身
の
た
め
本
質
的
な
も
の
を
犠
牲
に
し
て
、
便
宜
上
な
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。

む
し
ろ
、

「
あ
ら
ゆ
る
実
質
的
な
こ
と
に
お
い
て
考
え
方
が
完
全
に
一
つ
で
あ
る
」
か
ら
、
「
そ
れ
ほ
ど
で
な
い
事
柄
」
、
す
な
わ
ち
教
会
政
治
上
の
細

部
、
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
や
り
方
に
余
地
を
残
し
て
、
全
体
的
に
一
致
す
る
こ
と
が
、
「
我
ら
の
臆
い
主
の
大
い
な
る
関
心
事
に
対
し

て
最
高
の
も
の
を
貢
献
で
き
る
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
序
文
に
お
け
る
精
神
は
、
第
四
章
で
見
た
よ
う
に
、
《
幸
い
な
る
一
致
》
の
指
導
者
た
ち
が
む
し
ろ
長
年
に
わ
た
り
追
求
し

て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
新
た
な
「
自
由
」
と
裏
返
し
に
直
面
し
た
存
亡
の
危
機
に
媒
介
さ
れ
て
、
よ
う
や
く
現
実
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
、
真
撃
に
一
致
を
追
求
し
、
推
賞
し
て
、
自
ら
を
新
た
に
二
致
し
た
兄
弟
た
ち
」
と
呼
ぶ
、

ハ
ウ
と

ミ
l
、
ド
に
代
表
さ
れ
る
両
派
の
牧
師
た
ち
の
姿
勢
を
、
十
分
に
評
価
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

イ
ァ
ン
・
マ
レ

l
は
一
言
う
、
「
A
旦思

項
目
は
、
宗
教
改
革
を
真
に
受
け
継
ぐ
者
た
ち
の
間
に
存
在
す
る
大
幅
な
共
通
地
盤
に
比
べ
れ
ば
、
相
互
の
違
い
は
比
較
的
取
る
に
足
り
な



い
と
い
〉
つ
、

ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
の
全
般
的
で
深
く
根
ざ
し
た
確
信
の
具
体
的
表
現
と
し
て
重
要
で
あ
る
」
(
旬
。

第
二
に
、
両
派
の
一
致
の
前
提
な
い
し
基
礎
と
な
る
、

「
キ
リ
ス
ト
教
の
根
本
的
教
理
」
に
か
か
わ
る
認
識
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
長
老

派
、
会
衆
派
、
両
派
の
一
致
は
、
単
に
教
会
政
治
上
の
、
外
面
的
、
組
織
的
一
致
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、

キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
に
お

け
る
一
致
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
で
特
に
重
要
な
の
は
、
第
八
章
で
あ
る
。
第
五
節
の
注
に
お
い
て
も
言
及
し
た
と
お
り
、
こ
の

章
で
は
聖
書
の
絶
対
的
な
規
範
性
と

「
従
属
的
規
準
」
と
し
て
の
信
仰
箇
条
な
い
し
信
仰
告
白
文
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
後
者
に
つ
い
て
わ

れ
わ
れ
は
、
二
つ
の
点
に
注
目
し
た
い
と
思
う
。
ま
ず
、
三
十
九
箇
条
と
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ

1
信
仰
告
白
お
よ
び
大
小
教
理
問
答
、

て
サ
ヴ
ォ
イ
信
仰
告
白
の
三
者
が
教
理
的
に
は
基
本
的
に
一
致
し
て
い
る
と
い
う
認
識
が
、
こ
こ
に
明
確
に
表
明
さ
れ
て
い
る
。
長
老
派
の

牧
師
の
多
く
は
、
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
1
信
仰
告
白
の
卓
越
性
を
確
信
し
、
会
衆
派
の
牧
師
の
多
く
は
、
そ
れ
を
会
衆
派
の
立
場
か
ら
改
良

し
た
と
考
え
ら
れ
た
サ
ヴ
ォ
イ
信
仰
告
白
の
優
越
性
を
確
信
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
三
十
九
箇
条
も
含
め
、

ど
れ
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
っ
た
主
張
は
な
さ
れ
ず
、

そ
れ
ら
の
基
本
的
な
一
致
の
ゆ
え
に
、

い
ず
れ
に
も
相
対
的
な
価
値
が
認
め
ら
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

次
に
、

そ
の
よ
う
な
三
者
の
基
本
的
な
一
致
の
内
実
は
、
具
体
的
な
教
理
な
い
し
教
理
体
系
と
し
て
示
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
三
者
の
い

で
あ
る
聖
書
に
ご
致
す
る
」
宮
崎

2
与
『
)
と
い
う
表
現
で
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
表
現
に
よ
っ
て
、

信
仰
箇
条
や
信
仰
告
白
の
従
属
的
規
範
性
が
一
層
明
確
に
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
教
理
的
一
致
を
前
提
と
し
な
い
教
会
政

ず
れ
も
が

「
完
全
で
唯
一
の
規
範
」

治
論
的
な
一
致
、
と
い
っ
た
も
の
は
全
く
考
え
ら
れ
て
い
な
い
。

第
三
に
、
《
合
意
項
目
》
の
一
時
的
、
過
度
的
性
格
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ

l
教
会
政
治
規
程
や
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
綱
領
、

サ
ヴ
ォ
イ
綱
領
と
並
ぶ
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
に
取
っ
て
代
わ
る
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
て
は
い
な
い
。
あ
く
ま
で
も
、
当
面
の
危
機
的
状
況

に
対
し
て
協
力
し
、
共
同
の
対
処
す
る
た
め
の
実
際
的
方
途
の
原
則
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
に
「
実
際
的
方
途
の
原
則
」

し
て
見
る
な
ら
ば
、
《
合
意
項
目
》
の
卓
越
性
は
む
し
ろ
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
し

二本の木は一本の木とされた 1?
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い
ず
れ
に
し
て
も
、
《
合
意
項
目
》
は
、
期
待
に
全
く
反
す
る
形
で
確
立
し
た
名
誉
革
命
体
制
の
現
実
の
前
に
、
自
己
の
従
来
の
教
会
政

治
論
の
実
際
的
破
綻
を
経
験
す
る
だ
け
で
新
た
な
教
会
政
治
論
を
な
お
提
起
で
き
な
い
で
い
た
長
老
派
、
会
衆
派
、
両
派
の
、
現
実
的
選
択

262 

の
結
果
で
あ
っ
た
。
全
国
的
な
国
民
教
会
を
前
提
と
し
て
き
た
長
老
派
に
と
っ
て
は
、
完
全
に
国
教
会
か
ら
締
め
出
さ
れ
、
国
民
教
会
の
展

望
が
全
く
開
け
な
く
な
っ
た
こ
の
段
階
に
お
い
て
も
、
教
会
区
(
パ
リ
ッ
シ
ユ
)
を
基
礎
と
し
な
い
、
有
志
が
集
ま
っ
た
形
の

E

哲
吾
2
包

。F
Z
R
F
2
3
に
基
づ
く
長
老
制
を
構
想
す
る
こ
と
は
、
依
然
と
し
て
不
可
能
だ
っ
た
。
長
老
派
が
、
《
合
意
項
目
》
に
あ
る
会
衆
派
的
要
素
を

自
ら
の
教
会
政
治
論
に
取
り
入
れ
て
、

「
近
代
的
長
老
制
」

へ
と
移
項
す
る
の
は
一
九
世
紀
の
こ
と
で
あ
る
。

一
方
会
衆
派
は
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
も
ニ
ュ

l
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
も
、

「
良
心
の
自
由
」
、

「
聖
霊
の
導
き
」
を
全
面
の
押

し
出
す
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
個
人
あ
る
い
は
セ
ク
ト
の
活
発
な
活
動
に
悩
ま
さ
れ
続
け
、
《
合
意
項
目
》
に
あ
る
長
老
派
的
要
素
を
早
急
に
取
り

入
れ
始
め
て
い
た
。

か
く
し
て
《
合
意
項
目
》
は
、

一
時
的
、
過
渡
的
な
性
格
を
持
つ
短
命
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、

そ
れ
は
、
古
典
的
長
老
制
か
ら
近
代
的
長

老
制
、
古
典
的
会
衆
制
か
ら
近
代
的
会
衆
制
へ
の
転
換
を
双
方
が
模
索
す
る
重
要
な
一
過
程
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

注

(
1
)
学
問
的
な
も
の
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
組
織
神
学
の
教
科
書
円
。
巳
ω
回

2
5。
円
身
ω
古
田
色
。
己
足
。
-
。
句
唱
の

B
E
E
-【

F
H
S
c
f
問
。
宮
江
戸
・

HNaB。
Ewkrzod司
∞
可
再
⑦

E
色
。
司
5
。
-
。
唱
え
n
F
ユω片

山

S
3
5・
Z
S
E
i
-
-
0・
H
S∞
w実
際
的
な
も
の
と
し
て
邦
書
を
挙
げ
れ
ば
、
例
え
ば
、
吉

岡
繁
『
教
会
の
政
治
』
(
小
峯
書
底
、
巴
芯
)
、
全
国
連
合
長
老
会
『
長
老
教
会
の
手
引
き
』

(SSω)
な
ど
が
あ
る
。



(2)

エ
ラ
ス
ト
ス
主
義
は
、
狭
義
で
は
、
一
六
世
紀
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
の
医
師
ト
マ
ス
・
エ
ラ
ス
ト
ゥ
ス
の
思
想
(
教
会
規
律
と
し
て
の
除
名
に
反
対
)

を
指
す
が
、
広
義
に
は
、
教
会
の
権
能
は
霊
的
な
も
の
も
含
め
て
国
家
に
従
属
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
考
え
方
全
般
を
指
す
。
詳
し
く
は
、
』
・

z・

出
向

m
F
A
s
z
g
g品開
E
畠

8
2
5
1
司
∞
己

(
5
2
)己司・
8
'
E
Y
巧

-
n
g
D
E
m
F
m
p
同
町
件
。
ュ
g
口
町
。
。
]
。
笥
w
N
g
F
H∞∞
N
f
u
-
R
g色。ロ
ω。ロ

(リ}戸口同・の}回目)ユロ巳℃
-op]{∞∞
ωfHi。
-w一巴∞一「

(3)
例
え
ば
、
一
七
世
紀
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
の
主
教
制
に
つ
い
て
こ
の
面
を
ハ
イ
チ
ャ
ー
チ
の
視
点
か
ら
叙
述
す
る
の
は
、
巧
・
国
・
国
ロ

g
p

叶

FO
開口崎町
ωrhFZ『の}戸時。
EpmwK戸ののめ
ωω
目。口。同

(VFm凶ユ
g
H・
B
吾
σ
ロ
g
p
o同〉
EHP50ω
・
で
あ
る
。

(4)
長
期
議
会
に
よ
り
樹
立
さ
れ
た
長
老
制
は
前
者
で
あ
り
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
長
老
派
が
本
来
目
指
し
て
い
た
の
は
後
者
で

あ
る
。
こ
の
問
題
の
詳
細
に
つ
い
て
は
拙
著
『
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
!
神
学
者
会
議
の
成
立
』

(SUN)
、
『
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
!
神
学
者
会
議

ー
ー
そ
の
構
造
化
』

(NCCC)
を
参
照
の
こ
と
。

(5)

こ
の
意
味
で
、
組
織
神
学
的
な
教
会
政
治
論
に
お
い
て
歴
史
か
ら
の
高
度
の
抽
象
化
が
進
む
た
め
、
教
会
政
治
論
に
お
い
て
は
特
に
歴
史
神
学

の
視
座
が
要
請
さ
れ
る
。

(6)
ヴ
ェ

l
パ
l
、
ト
レ
ル
チ
、
ニ

l
パ
!
兄
弟
を
踏
ま
え
つ
つ
、
こ
の
歴
史
認
識
を
わ
が
国
に
お
い
て
初
め
て
力
説
し
た
の
は
、
大
木
英
夫
氏
で
あ

る
。
こ
の
点
に
関
す
る
氏
の
論
の
根
本
的
重
要
性
は
、
遺
憾
な
が
ら
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
ま
だ
十
分
に
理
解
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。

(7)

一
六
七
二
年
の
信
仰
自
由
宣
言
に
基
づ
き
礼
拝
の
許
可
を
与
え
ら
れ
た
各
派
の
牧
師
の
人
数
(
概
数
)
が
、
さ
ま
ざ
ま
に
試
算
さ
れ
て
い
る
。
例

え
ば
、
ベ
ッ
プ
に
よ
れ
ば
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
だ
け
を
取
っ
た
場
合
、
長
老
派
八
七
二
名
、
会
衆
派
三
二
四
名
、
独
立
(
単
立
)
五

O
名
、
パ
プ
テ

ス
ト
九
六
名
、
ア
ナ
パ
プ
テ
ス
ト
一

O
七
名
で
あ
る
。
円
巴
・
回
忌
F
2
3
8丘
2
E
q
自
己
∞
。
丘
町
L
S【日開
8
5日
目
。
巴
貯
尽
き

'
E
C
C
W
Z
E
C
P

H申
ω伊同)・
ωNw
ロ・

(8)

一
六
四

0
1六
O
年
期
に
お
け
る
主
教
派
、
長
老
派
、
会
衆
派
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
会
政
治
論
に
お
け
る
変
化
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
わ
が
国
に

お
け
る
議
論
で
は
十
分
に
踏
ま
え
ら
れ
て
い
な
い
嫌
い
が
あ
る
。

(9)
原
語
で
は
足
。
国

g
号
。
広
崎
2
E
E・
原
文
は
、
円
。
件
。
ロ
冨
山
岳

q
Z
K
5
z戸
区
何
回
一
呂
町
ロ
〉
冨
何
百
円

Ekr。
「
固
め
開
。
。
-
g
a
E
S
E
-
5弓

。同

z
g
E
m
-
S
F
口
ONf
↓Z
E
E
O円
。
同
吋
「
信
任
同
，
Eω
件。

ι-L可申
)w
国

C
H，
版
戸

B
-
N吋
ωEN吋
F
目
白
ロ
宮
ZH・H・ω
F
H
4
5
問。同。

B
色
。
ロ
。
ご
Fo

g
z
R
F
H
F
O
E
E
q
。
3
2
F
H
J
E己
L
S
F
ヨ
]
-
互
。
ロ
巧
包
Z
F
H
d
o
(リ2
a
z
E
E
ω
民

05ω
。
足
。
認
可
。
官
民
。
E
ロ
ω
B
L∞∞
ωHW
同
宮
司
即
日
間
ユ
百

四

)
B
m
B
Z
版

5
8
w
な
ど
に
あ
る
。
《
合
意
項
目
》
の
背
景
に
つ
い
て
、
守
『
ロ
∞
宮
口
m
F
Z
P叫
JFohFZRF
。
ご
宮
間
2
0
E位。
P
H∞吋
hTHN・同，
E
Z『
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』。ロ
σ
タ
打
。
ロ
m
B
g位。
g
出

ω
B
E
開口
m
z
E
5∞
NESSW
巴∞
ω
で
あ
る
。

(
叩
)
《
合
意
項
目
》
の
基
礎
と
す
る
両
派
の
一
致
は
、
当
時
こ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
た
。
注
(
日
)
参
照
。
な
お
《
合
意
項
目
》
に
当
初
同
意
署
名
し
た
ロ

ン
ド
ン
内
外
の
牧
師
は
、
八

O
S
一
O
O名
と
見
ら
れ
て
い
る
。
ゎ
・
。
・
回
。
E
5・
2
巴・・同
4
5
開
口
径
ωFM)月
号
主
主
g
p
F
O
E。
P
S
a
b
-
H
O
N
-

(
日
)
出
版
さ
れ
た
説
教
の
フ
ル
・
タ
イ
ト
ル
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
吋
当
。
∞
ぎ
の
肘
ω
B包
⑦
。
ロ
P
。
三
宮
何
一
問
。
ロ

gわ
ゆ
え
巴
巳
q
-
F
W山口
m
m
∞
q
s。ロ

同】「
OMRFO己
σ可任。〉同】同)。
E
H
E
g件
。
ご
FO
冨
宮
町
件
。
ぉ
。
P
F
o
h。ロ
mBmm丘
。
ロ
包
白
色

p
g
F
1
2
-
s
p
w
a
d
s
ω
目。
Pω
同
吾
め
町
田
mw℃同)可ロロ目。ロ・

(
ロ
)
例
え
ば
、
当
己

Z
F
3・8
0ム
巴
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
を
中
心
と
す
る
論
争
に
先
立
つ
道
徳
律
法
廃
棄
論
論
争
の
前
史
に
つ
い
て
は
、
国
・
∞
・
∞
宮
町
民
ω

自門日

(V・
∞
・
冨
E-f
田
町
件
。
弓
。
ご
Z
F
2
n
Fロ
R
F
g
。同開ロ
m
-
g門戸忌∞∞
t
Z
2・
円
。
足
。
P
5
2・
3
・
H
S
'
E
y
n・。・出。
E
B
h
z
-
-
w
問者・

5ω'HC吋・

な
お
、
〉
出
片
山
口
OBZEω
自
は
従
来
、
反
律
法
主
義
と
訳
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
論
者
は
し
ば
し
ば
そ
れ
を
い
わ
ゆ
る
「
律
法
主
義
」
(
新

約
聖
書
で
イ
エ
ス
が
批
判
し
た
ブ
ァ
リ
サ
イ
派
の
そ
れ
の
よ
う
な
)
に
反
対
す
る
立
場
と
誤
解
し
て
論
じ
て
き
た
の
で
、
筆
者
は
そ
の
内
容
に
即

し
て
、
道
徳
律
法
廃
棄
論
と
い
う
訳
語
を
採
り
た
い
。
ち
な
み
に
、
ジ
ョ
ン
・

A
・ハ

l
ド
ン
編
著
『
現
代
カ
ト
リ
ッ
ク
事
典
』
(
エ
ン
デ
ル
レ

書
庖
、
巴
∞
N
)

で
は
「
道
徳
律
法
不
要
論
」
と
し
て
い
る
。

(
日
)
〉
・
国
・
巴
弓
ω込
町
凶
]
F
同
町
宮
司
え
任
命
日
】
月
号
3σ
ユ
mSω
宮開口同日山口【
Y
F
Cロ門目。
P
H∞
∞
P
H
】
・
合
c
b℃・
8
Nム
8
・

(U)
し
た
が
っ
て
、
国
三
宮
ロ
ら
国
教
会
系
の
歴
史
書
で
は
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
な
い
。
長
老
派
の
代
表
的
な
教
会
史
家
と
し
て
知
ら
れ
る
叶
Z
B
S

冨
行
ユ
ぬ
の
〉
ロ
ロ
包
ω。同開口阿国
ωFHMBωσ10弓(円。ロ【目。
P
H∞斗
N)
に
お
い
て
さ
え
言
及
が
な
い
。

(
日
)
こ
の
合
同
の
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
は
、
司
宮
白
昼
注
目
N
S
s
a
g号
各
自
己
。
弓
宏
氏
。
予

d
M
o
g
-青
色
彩
向
。
s
a
P
R岳
lkr
呂
ω宮
門
戸
主

E
C・a
R片山。
P
F。
足
。
P
H
C吋P
お
よ
び
問
。
ロ
ロ
opω
宮
島
-
d目
白
巳
件
。
門
同
日
耐
え
2
5
0品
(
V
E
R
F
F
S品。
P
S吋
∞
が
、
簡
潔
で
有
益
で
あ
る
。

(
日
)
本
項
に
つ
い
て
は
、
特
に
出
塁
。
P
U弓
色
色
0

・4
司巳

-Sの
前
掲
書
に
よ
っ
た
。

(
日
)
そ
の
全
文
は
、
当
包

Z
F
忍・

8
印ム印。・

(
日
)
寛
容
(
斗
。
-05昨
日
。
ロ
)
か
包
容
(
打
。
日
間
)
B
Z
S
Zロ
)
か
と
い
う
二
者
択
一
が
、
名
誉
革
命
体
制
の
根
本
的
な
問
題
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
こ
の
問
題

に
つ
い
て
は
、
包
容
策
の
立
場
か
ら
直
接
深
く
か
か
わ
っ
て
い
た
主
教
パ

1
ネ
ッ
ト

(
2
5
2外
国

C
5
3
)
の
同
町
宮
弓
え
冨
可
。
巧
ロ

d
B
P
包・

冨
・
』
・
問
。
E
F
∞
g
z入
)
見
。

E
L∞
Nω
に
詳
し
い
が
、
そ
の
要
約
は
、
思
ー
め
弓
B
Sぱ
F
5
3弓
版
・

5
8
で
あ
る
。
こ
の
二
者
択
一
の
両
者
に
と
っ

て
の
含
み
は
、
ロ
同
.
可
a
m
-
p
u日
)-AFN印
E
B
N
に
詳
し
い
。

(
四
)
(
初
)
前
掲
、
注
(
日
)
の
二
著
を
参
照
。
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